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1
9
0
5
に
於
て
、
私
經
濟
的
見
解
を
以
つ
て
勞
働
生
產
力
の
國
段
經
濟
的
意
義
に
答
へ
ん
と
す
る
こ
と
は
誤
り
で
ぁ
り
、
批
判
的
經
濟 

學
の
最
も
高
尙
f

任
務
里
S

を
し
て
私
經
輩
忐
欺
瞞
的
な
見
方
と
概
念
と
か
ら
解
放
せ
し
む
る
に
t

と
な
し
、
か
く
の
如 

き
立
場
か
ら
經
濟
學
漭
に
取
つ
て
も
現
代
の
エ
場
勞
働
の
生
现
學
的
特
に
心
理
學
的
分
析
の
問
題
が
筮
要
で
ぁ
る
こ
と
を
示
し
た
。
彼 

に
依
れ
ば
勞
働
は
苦
痛
か
ら
成
' 

勞
働Q

費
用
は
心
理
學
的
泛
不
快
感
0

_

で
ぁ
る
。
而
し
て
現
代Q

:

產
業
の
下
に
於
て
は
勞 

働
の
罟
痛
は
昝
觀
的
に
は
疲
勞
、
疾
病
及
び
死
亡
の
現
象
と
し
て
現
は
れ
、主
觀
的
に
は
單
調
、機
械
に
依
る
人
問
の
奴
隸
化
の
裡
に
深 

化
す
る
0
斯
く
て
彼
は
勞
働
の
苦
痛
を
輕
減
し
、
反
對
に
勞
働
0
,喜
悅
を
增
迆
し
得
ん
が
た
め
に
勞
働
に
關
す
る
心
理
學
的
硏
究
の
必

軸
神
技
術
，

危
機 

三

ニ

七
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八
三
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耥
刺
技
術
擧
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苊
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三

二

八
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要
を
説
い
た
o
;I
:
I
:
ハ
の
後
世
见
大
戰
の
勃
發
に
至
る
造f

時
は
ド
イ
ツ
に
於
て
.社
會
政
策
學
會
を
中
心
と
し
て
此
の
方
而
の
問
題
は
多
く 

の
.學
客
の
注
意
を
惹
い
た
の
で
あ
る
O
C
S
.
乍
然
、
世
界
大
戰
を
經
て
共
の
後
今
日
に
至
る
迄
、歐
米
並
に
ロ
本
を
含
む
諸
资
本
主
義
國 

に
於
け
る
勞
働
に
關
す
る
心
理
學
的
硏
究
と
其
の
實
践
は
、不
幸
に
し
て
皮
肉
に
も
、H, 

K
e
r
k
n
e
r

の
霞
を
充
す
べ
き
多
く
の
素
J 

を
持
ち
乍
ら
、
然
か
も
尙
ほ
彼
の
.异
ふ
國
禺
經
濟
的
意
義
に
於
て
ビ
は
な
く
舉
ろ
私
經
濟
的
兑
地
の
下
に
養
育
せ
ら
れ
て
來
た
と
云
つ 

て
ゴ
い
r
二〕

此
の
勁
“
は
僧
取
で
あ
る
。
即
ち
、
资
本
主
義
的
生
歷
方
法
に
於
て
は
彼
の
意
圖
し
た
る
が
如
き
硏
究
方
向
の
必
要
が 

感
ぜ
ら
れ
て
ゐ
な
い
と
云
ふ
點
で
あ
る
。
现
代
產
業
が
其
の
實
踐
に
於
て
髮
す
る
所
は
、
如
何
に
し
て
其
の
勞
働
の
諸
條
件
が
勞
動 

の
菩
悦
と
苦
滞
に
影
響
す
る
か
、
.如
何
に
し
て
勞
働
の
苒
痛
が
輕
減
せ
ら
れ
得
る
か
の
硏
究
で
は
な
く
し
て
、
箄
ろ
如
何
に
し
て
勞
働 

の
强
度
を
道
し
傅
る
か
、
即
ち
勞
働
渚
の
能
率
を
如
何
に
し
て
遺
せ
し
め
得
る
か
の
fi
l
l題
の
解
決
で
あ
る
。
而
し
て
斯
く
の
如
き 

f
オ
家
I

n

t

i接
M
じ
得
た
も
の
が
、F.

 

w
.
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Q

科
學
的
管
现
法
で
あ
り
、廣
く
勞
働
に
關
す
る
應
州
心g

學
的
諸
硏
究 

を
共
の
主
た
る
內
容
と
す
る
今
口
の
經
濟
心g

學
溃
し
く
は
塵
心
I

、
ド
イ
ッ
に
於
て
一
般
杧
精
神
技
術
學I

h
o

t
l

k

と 

稱
せ
ら
る
、
もQ

は
此
の
能
率
i

Q

解
f

よ
り
獄
的
に
行
ふ
叁
ふ
愚
の

■下
I

展
し
來
つ
た
も
の
で
t

。

H
l
e
r

 

I

響
せ
ら
れ
る
よ
り
は
寧
ろ
米
國
に
於
け
る
實
際
の
能
率
問
題
に
よ
り
多
く
の
興
味
を
有
し
た
る
.
a. 

M
l
i
l
r
b
e
r
g

に

仅

つ

て

可

に

世

类

S

嚣
に
ド
イ
ツ
と
米
國
に
於
て
、
創
說
せ
ら
れ
た
る
もQ

で
あ
る
こ
と
は
旣
に
周
知q

囊

S

す
る
。

i
o精

：取
技
雜
學
が
脃
/|
]
、も
1
學
の
.
一
部
門
に
屬
す
る
と
云
ふ
祺
愦
か
ら
、
共
の
硏
究
背
達
が
、
常
に
何
等
か
の
具
體
的
回
的
の
®
現
に

I

资
せ
ん
と
努
力
ず
る
の
は
常
然
で
あ
り
、
然
か
も
他
方
彼
等
は
今
尙
ほH

,

 

m
i
n
s
r
t
e
r
b
e
r
g
:

o:
口
吻
に
從
つ
て
、
應
川
心
理
學
衮
は 

.北
ハ
の
實
现
を
期
待
す
る
m
的

の
,]
1

1

1^
を
刺
斷
し
、
或
は
向
ら
问
的
を
設
^
す
る
こ
と
を

許
さ
れ
な
い
、

此
は
^
象
^
の
行
■ふ
^
で
あ
つ 

て
應
;l
j
心
理
斟
盏
は
單
に
彼
に
與
へ
ら
れ
た
る
目
的
を
實
現
し
得
る
た
め
に
は
如
何
な
る
科
學
的
方
途
を
撰
ぶ
べ
き
か
、
即
ち
回
的
に 

對
ず
る
單
に
手
段
方
法
の
科
學
的
硏
究
を
行
ふ
に
過
ぎ
ぬ
、
と

云
ふ
。(

觀

〕

か
く
て
彼
等
が
、
理
論
的
に
も
亦
暫
踐
的
に
も
勞
働
能
率 

の
枪
進
を
以
て
彼
等
に
與
.へ
ら
れ
た
る2

：

的
で
あ
る
と
觅
做
し
、
他
方
资
木
家
的
要
求
が
典
の
硏
究
を
促
迆
せ
し
め
た
。
か
く
の
如
く 

に
し
今
日
の
精
神
技
術
學
が
時
に
科
學
の
资
本
家
的
利
用
に
臍
す
る
も
の
で
あ
る
と
觀
れ
る
。

資
本
主
義
諸
國
に
於
け
る
精
神
技
術
學
の
右
の
如
き
意
義
に
對
比
し
て
、
ソ
ヴ
•ェ
丨
ト
に
於
て
は
11
:
ハ
れ
が
如
何
な
る
_

を
^
す
る 

か
、
而
し
て
與
れ
が
罟
々
に
對
し
て
何
を
敎
へ
る
か
を
兑
る
の
が
私
の
本
論
に
於
け
る
12:的
で
あ
る
。
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.常
時
ド
ィ
ッ
に
於
け
.る
社
會
政
策
學
漭
の
此
の
方
而
に
關
す
る
興
味
せ
研
究
ミ
に
就
い
て
は
何
れ
W
論
す
る
機
會
が
あ
る
で
あ
ら
ぅ
。 

妓
に
は
讯
に
ニ
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の
參
考
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一
 

：

勿
論
多
く
の
應
川
心：

理
學
教
は
其
の
研
究
が
國
民
經
濟
的
に
も
亦
社
會
政
策
的
に
も
意
義
あ
る
も
.の
で
あ
る
こ
ミ
を
力
説
す
る
こ

墓
 

.忘
れ
て
は
尻
な
い
。
乍
然
、
其
れ
は
經
濟
學
に
關
す
る
彼
等
の
装
だ
し
き
無
知
を
示
し
.て
ゐ
る
か
、
或
は
高
々
彼
等
め
ブ
ル
ジ
'a
ァ
的 

觀
念
に
.過
ぎ
な
い
.0
彼
等
はF. W

.

 

-
資
派
の
勞
資
描
調
論
か
ら
多
'<
出
で
1
は
ゐ
な
い
、
然
か
も
你
ほ
冒
は
K
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I

の
次
ぎ
の
如
き
言
辭
に
接
す
る
。
即
ち
彼
は
云
ふ
4
寅
驗
的
經
濟
心
理
學
は
、
期
實
恐
ら
く
、
過
度
の
、
勞
働
に
是
け
る
心
的 

不
滿
足
•
心
的
萎
縮
、
踱
逍
及
び
心
氣
沮
喪
を
全
然
除
去
す
るS

的
を
以
て
職
業
活
励
を
個
人
の
心
的
特
牲
に
適
應
せ
し
む
る
こ
ミ
を 

以
て
最
高
の
任
務V」

す
る
。」>

o
(psychoogie uad wirtscllaftsl-f, s, I

S
I
.
)

乍
然
、
.斯
く
云
ふ
彼
自
身
は
素
よ
り
彼
の
後
繼
者 

達
は
經
濟
心
理
學
の
此
の
最
高
任
務
に
從
っ
て
彼
等
の
研
究
を
方
向
付
け
て
は
席
.な
い
。
素
よ
り
♦私
は
か
く
云
ふ
こ
ミ
に
依
っ
て
彼
等 

の
科
學
的
研
究
の
總
て
の
業
_
を
赉
萣
し
や
ぅ
ミ
す
る
も
の
で
は
な
い
。
晋
々
は
旣
に
ブ
.ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
た
め
の
精
；

1

技
術
學
で
は 

な
く
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
.た
め
の
研
究
が
^
ほ
批
判
の
餘
地
あ
る
も
兎
も
约
ソ
ヴH

丨
ト
以
外
の
地
に
於
て
發
芬
し
っ
、
あ
る
こ
ミ 

を
知
っ
て
ゐ
る
。
此
の
點
に
就
て
は
次
ぎ
.の
臀
並
に
晋
國
に
於
て
は
倉
敷
の
勞
働
科
舉
研
究
所
の
存
布
を
指
摘
す
る
こW

が
出
來
や
ぅ
0 

nationalissrung,

r>
3*
n>
&*
,
^
J
g
w
o

3
s
c
h
a
f
t 

u
n
d

>
5*
e
w
e
r
s
c
h
u
F

hersg. 

v
o
n
 der Kamraer ffir. Arbeiter und A

l

cnestellte in Wien, 

2
.

 

A
u
f
l
.

 

I
9
2
S
.

独
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H
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 Miinsterberg, Psychologie u
n
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wil
crchaftsleben, 

M
, 

AUB. 

I
9
I
2
*
p
s
y
c
h
o
l
o
g
y

 and industrial 

Efficiency, 

1913.

註
四
此
の
點
に
就
い
て
は
特
に
文
献
を
指
摘
す
る
必
嬰
を
認
め
な
い
。
_
者
は
精
神
技
術
學
の
多
く
の
莕
密
に
依
っ
て
此
の
點
を
敎
へ
ら
れ 

る
で
あ
ら
ぅ
か
ら
。

ニ

ソ
ヴ

H

1

ト
に
於
け
る
精
神
技
術
學
の
成
立
否
な
輸
入
は
ソ
ヴ
JC
.

丨
ト
.

の
特
殊
經
濟
狀
態
に
栽
因
す
る
。

一

九一

七
年
の
舉
命
以
後
、 

戰
時
共
產
主
義
の
時
期
を
通
じ
て
ロ
シ
ャ
は
著
し
く
坐
產
不
振
の
狀
態
に
煩
は
さ
れ
、

一
九一11

年
に
は
共
産
主
義
へ
の
過
渡
期
の
對 

策
と
し
て
新
經
濟
政
策
の
採
用
の
よ
ぎ
な
き
に
至
っ
た
が
、
共
の
後
漸
次
生
産
力
は
恢
復
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
.新
社
會
遮
設
の
計
® 

的
努
力
に
依
つ
て
、
特
杧
最
近
の
第
ー
期
五
ケ
苹
計
窬
に
於
げ
る
特
杧
ェ
業
化
の
擴
大
を
賴
じ
て
國
內
の
生
產
カ
が
著
し
く
枪
進
し
っ
-

、
あ
る
こ
と
、
並
に
此
れ
に
伴
つ
て
勞
働
條
件
の
改
善
及
び
.

〖

般
文
化
的
施
設
の
擴
張
に
依
つ
て
勞
働
#
の
生
治
狀
態
が
旣
に
あ
る
點 

に
於
て
は
資
本
主
義
諸
國
の
狀
態
に
優
る
も
の
あ
る
に
至
？

ゐ
る
。
如
S

は
此
の
生
産
力
恢
復
の
努
力
の
视
に
先
づ
ソ
ヴ
r

ト
に

於
け
る
精
神
技
術
學
の
成
立
を
見
る
。

戰
時
共
產
主
義
の
時
代
に
於
け
る
莕
境
に
陷
れ
る
ロ
シ
ャ
の
經
濟
狀
態
は
、
人
の
知
る
が
如
く
、
レ
ー
一
ー
ン
を
し
て
テ
ィ
ラ
ー
•
シ 

ス
テ
ム
採
刖
の
必
耍
を
痛
感
せ
し
め
た
。
資
本
主
義
の
下
に
發
達
し
、
最
も
露
赀
に
勞
働
盏
搾
取
の
方
法
と
化
し
た
科
學
的
管
理
法
を 

以

て

、

货

は

尙

ほ
！！

シ

ャQ

現
狀
を
救
ふ
た
め
に
は
取
つ
て
學
ぶ
べ
き
方
法
で
あ
る
と
考
へ
た
。
彼S

此
の
觅
坪
は
_
て
穿
經
濟
政
弟 

中
の
一
項
回
と
し
て
テ
イ

ラ
ー

•
シ
ス
テ
ム
叉
は
割
增
金
制
度
の
復
活
と
し
て
認
め
ら
.れ
た
。
而
乙
て
ソ
ヴH

丨
ト
に
於
け
る
精
神
技 

财
學
は
此
の
テ
イ
ラ
ー
•
シ
ス
テ
ム
の
採
用
と
共
に
若
し
く
は
共
の
裡
に
發
歴
(0
.端
緖
を
風
出
す
と
云
0
T

n

l

w
 

‘

乍
^

、何
、
も
直
ち
に
氣
^
く
で
あ
ら
ぅ
如
く
、
テ
イ
ラ
ー* 

Vゾ
ス
テ
ム
の
如
き
本
來
の
資
本
家
的
摊
取
方
法
が
全
^
细
批
半
^
に 

.ソ
ヴ
ヱ
t
ト
に
輸
入
せ
ら
れ
得
な
か
つ
た
事
は
明
か
.で
あ
る
。
此
の
問
題
を
述
べ
る
こ
と
が
誑
耍
で
あ
る
が
、
其
れ
に
先
つ
て
ソ
ヴH 

1
ト
に
於
け
る
精
神
技
術
學
の
研
究
の
機
關
を
簡
堪
に
傅
へ
て
蹬
く
こ
と
が
便
究
で
あ
ら
ぅ
。
-
 

.勞
働
に
關
し
て
一
般
に
科
學
的
研
究
を
行
ふ
諸
研
究
所
の
重
視
す
る
問
題
は
種
々
で
あ
つ
て
必
ず
し
も
統
一
せ
ら
れ
て
は
ゐ
な
い
が
、
 

勿
論
爾
心
理
學
的
諸
硏
究
は
此
等
の
硏
究
所
內
に
あ
■つ
て
產
業
勞
働
の
.種
々
な
る
方
面
に
渡
つ
，..て
、
議

、も
理
に
關
し
、
M
ら
に
又 

勞
働
客
の
敎
育
訓
練
並
に
作
業
心
理
の
方
面
に
.就
い
て
行
は
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
ソ
.ヴ

^
1
ト
’に
於
け
る
此
等
の
諸
硏
究
所
は
總
て
素 

ょ
り
國
家
CD
管
理
に
腸
し
、
且
つ
他
國
の
同
種
硏
究
所
と
は
異
な
り
具
權
的
なH

場
勞
働
を
直
接
硏
究
の
對
象
と
な
し
得
る
狀
態
に
置 

柳
神
技
寒Q

袞
 

置

,

c
i
-
s

七)
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..か
れ
て
ゐ
る
。(

K
O 

——

F. 

B
a
u
m
g
a
r
t
e
n

女
史
の
報
ず
る
所
に
從
ベ
ば
、
ソ
ヴ
JC
.
丨
ト
に
於
け
る
勞
働
の
科
學
的
硏
究
'の
た
め
の
硏
究
所
は
旣
に
一
九
二一 

年
に
は
約
ニ
十
ケ
所
あ
り
、
而
し
て
そ
れ
が
一'九
一1

四
ハ
キ
の
初
頭
に
は
六
十
ケ
所
に
及
ん
で
ゐ
る
。C

託
七〕

又
ソ
ヴH

丨

ト
の
锻
も
箸
名 

な
る
精
神
技
術
學
硏
究
渚
で
あ
るSpielrein

敎
授
の
傅
ふ
る
所
に
依
れ
ば
、

一
.九
一
一
.七
牢
に
は
精
神
技
術
學
の
研
究
の
實
際
に
從 

翦
す
る
施
設
は
全
數
五
十
を
超
.へ
て
居
り
、
其
の
.內
八
實
驗
場
は
鐵
遒
に
關
係
し
、
其
の
他
の
も
の
は
諸
種
の
人
民
委
員
會(

即
ち
健 

康
、
敎
育
及
び
勞
働)

並
に
科
學
的
硏
究
所
に
屬
じ
、
又
一
部
は
軍
事
の
方
面
に
_
係
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
此
等
の
實
驗
場
に
於
て
一
 

九
一
一
七
年
一
月
以
來
十
月
に
至
る
迄
に
實
際
的
_
的
_.の
た
め
に
取
极
は
れ
た
る
双
^
客
總
數
は
十
萬
人
を
超
へ
て
居
り
、
そ
の
内
一
萬 

五
千
人
余
り
の
器
は
見
齊
エ
で
あ
っ
た
。
K

6

私
は
不
幸
に
し
て
此
等
の
諸
硏
.究
所
の
現
在
.の
發
展
狀
態
を
詳
に
し
得
な
い
が
、
現 

在
で
は
觅
ら
に
著
し
く
發
展
し
て
ゐ
：る
.で
あ
.ら
ぅ
と
云
ふ
想
像
を
否
定
す
べ
き
理
|1
1
は
祥
し
な
い
。
即
ち
五
ケ
年
計
龜
を
通
じ
て
.先
づ 

期
待
せ
ら
れ
た
る
坐
產
カ
の
附
進
の
た
め
に
は
、
從
來
資
本
主
義
諸
國
に
發
達
し
た
有
ゆ
る
.手
段
特
に
其
の
科
學
的
方
法
の
採
用
が
レ 

丨
ニ
ー 

ン
の
精
神
に
於
て
■要
求
せ
ら
れ
て
居
り
、
G

i

.
從
っ
て
菩
々
は
か
く
の
如
き
耍
求
と
努
力
の
下
に
於
て
勞
働
に
關
す
る
一
般
科 

珙
的
硏
究
が
益
，
擴
大
深
化
せ
ら
れ
て
行
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
X
。

.

一
般
に
勞
働
の
科
學
的
硏
究
と
其
.の
應
il
j
と
の
た
め
の
楚
等
の
研
究
所
並
に
實
驗
場
の
施
設
の
外
に
、
吾
々
は
ソ
ヴH

丨
ト
內
に
於 

け
る
諸
學
會
の
杯
在
を
看
過
す
る
譯
に
は
行
か
ぬ
。 

•

.
旣
に
一
九】

一
一
.年 

一_月
下
句L

.
T
r
o
t
z
k
i
j

の
發
意
に
從
.つ
て
、「

第
一
冏
全
餒
科
學
的
勞
働
|1
1
1
及
び
經
罾
^
现
促
進
#
_」

が
成

.

立
し
、
北
ハ
れ
は
本
來
鐵
遒
强
輸
S

業
の
有
ゆ
る
方
面
に
渡
つ
て
テ
ィ
ラ
ー
.の
管
理
法
と
合
理
化
の
實
現
を
期
待
し
た
。
乍
然
、
此
の
學 

#

は
ロ
タ
ャ
に
於
け
る
此
種
の
も
の
>•

最
初
の
も
の
で
あ
：つ
た
が
故
に
、
問
題
の
.
範
間
は
擴
.張
.せ
ら
れ
稱
々
め
方
而
か
ら
科
學
的
勞
働 

紺
織
に
關
す
る一

切
の
問
題
が
取
扱
は
れ
た
。
而
し
て
本
學
會
.の
'綱
領
に
依
れ
ば
、
科
學
的
勞
働
紐
織
の
一
，般
的
問
題
の
中
に
精
刺
技 

.術
學
に
關
し
て
は
次
ぎ
の
如
き
問
題
.が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
即
ち 

勞
働
組
織
の
心
的——

肉
體
的
問
題
。
勞
働
保
護
。
.

.

し 

'

(

一)

作
業
過
程
の
心
理
學

:
a

D

.
作
業
の
心
理——

坐
现
學
的
諸
研
究.

.

 

.
 

'
 

o

ニ) 

•勞
働
保
謹

.

(

四)

..作
業
の
外
部
的
諸
條
件
の
合
理
化 

尙
ほ
本
學
背
へ
の
參
加
容
四
百
名
、
報
齿
盏
八
十
一
名
に
達
し
た
0

ハ
訊
ー
2

此
の
事
實
は
ソ
ヴ
工
ー
ト
の
當
時
の
狀
態
に
對
照
し
て 

科
學
的
勞
働
組
織
の
問
題
、

一
舣
的
に
は
I

ヵ
埘
進
の
た
め
の
科
學
的
硏
究
が
如
何
に
多
數
客
の
眞
而
因
な
る
興
味
を
惹
い
た
か
を 

示
し
て
焐
る
。
而
し
‘

て
本
會
議
の
.終
末
に
於
て
其
の
第
一一

囘
龠
議
が
一
九
一
一
四
年
三
月
中
句
モ
ス
コ
ー
に
開
催
せ
ら
る
、
こ
と
と
し
、 

共
の
決
定
せ
ら
れ
た
る
綱
領
の
六
項
目
中
に
次
ぎ
の
一
一
項H

を
含
ん
で
ゐ
る
。

:

第
四
、
作
業
の
心
理
一

•坐
理
學
：

;

:::.

.第
五
、
勞
働
力
の
準
備(

職
業
的
訓
育
、
管
理
客
養
成
、
職
業
的
選
拔
の
諸
方
法)

§

こ
。

勑
神
技
術
學
の
危
機 

I

一
一
 

u

八
三
九)



耩
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術
學
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nini

四

(

1
八
四
〇) 

其
の
.後
一
九
ニ
七
不
九
日
丄
ハ
月
三
日
に
渡
り
モ
ス
コ
丨
に
於
て
、
第
一
同
全
露
精
神
技
術
學
會(

作
業
心
理
及
び
職
業 

的
選
抜
に
關
す
る
學
會〕

が
獨
立
に
開
催
せ
ら
れ
、
參
加
盏
一
五
〇
名
を
超
べ
且
報
吿
數
ー
一
〇
に
及
ん
だ
。
而
し
て
本
梁
會
は
次
ぎ 

の
五
部
に
分
た
れ
て
ゐ
る
。

.
第
一
部
、
理
論
及
び
方
法
論 

第
二
部
、
職
業
圖
認

第
三
部
、
職
業
的
選
拔 

、
'

第
四
部 >

 

疲
勞
、
練
喁
及
び
合
理
化 

第
五
部
、
坐
现
學

而
し
て
第
一1

囘
學
會
は
一
九
一
一
九
年
レ
ー
ー
一
ン
グ
ラ
ー
ド
に
於
て
開
會
せ
ら
れ
る
.こ
と
を
決
免
し
た
c
o
af
:
r
一〕

此
の
撖
學
會
の
順
調
な
る
發
展
は
又
前
記
の
諸
硏
究
所
の
發
達
と
共
に
吾

々
の
期
待
し
得
る
所
で
あ
る
。
倚
ほ
兹
に
附
言
す
ベ
き

事 

實
は
、
昨
一
九
三
一
年
九
月
八
R
丨
十
三
日
の
間
、
モ
ス
コ
ー
に
於
て
第
七
囘
國
際
精
神
技
術
學
會
が
遊
だ
盛
大
に
行
は
れ
た
こ
と
で 

あ
る
。
本
學
曾
に
は
ソ
ヴ
r

ト
の
各
地
方
か
ら
參
加
し
た
る
も
の
合
評
凡
そ
五
百
名
、
こ
れ
に
加
ふ
る
に
其
の
他
の
歐
米
諸
國
か
ら 

來
れ
る
も
の
約
西
三
十
名
に
達
し
た
と
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る
0
而
し
て
各
國
の
報
带
數
は
、
ソ
ヴ
エ
ー
ト
ー
一
七
、
ド
イ
ツ 

一
ニ
、
フ
ラ
ン 

ス
九
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
七
、
ア
メ
リ
カ
四
、
英
國
三
、
ス
.斗
ス
ニ
、
其
他
ス
ペ
イ
ン
、
ベ
ル

f

t

オ
ラ
ン
ダ
、
チ
エ
ッ
コ
ス
ロ
バ
キ
ヤ 

及
、び
オ
ー
ス
ク
リ
ー
の
各
一
で
あ
る
。
c
lf
ci 
5

此
の
蕻
會
を
通
^
て
ソ
ヴ
*
1
ト
に
於
け
る
精
神
技
術
學
の
發
達
め
現
狀
が
t
t
に

顯
示
せ
ら
れ
る
と
司
時
に
"
此
の
擧
會
の
徹
せ
る
最
も
興
味
あ
り
且
つ
意
義
あ
る
點
は
"
從
來
の
资
本
主
義
的
精
神
技
術
學
に
對
す
み 

ソ
ヴH

1
ト
精
神
技
術
學
の
總
攻
擊
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
點
が
私
に
取
つ
て
は
讀
素
と
共
に
本
論
に
於
け
る
最
大
の
興
味
で
あ
る 

註

五
ミ

ユ
ン
ス
テ
ル
ベ
ル
ク
の
一
九 

一.ニ
年
の
著
1心
理
學
I

濟
生
活
し
は
、
興
れ
が
ド
イ
ツ
で
公
刊
せ
ら
れ
た
る
羅
ロ
ゾ
ヤ
詔
に
驗 

5

ら
れ
た
芝
の
奪
あ
る
が
、
雲
ロ
ツ
ヤ
に
於
け
る
精
神
技
術
學
の
發
達
は
大
戰
条
命
の
後
で
あ
る
。
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你
同
敎
授
に
は
次
ぎ
の
紹
介
文
あ
る
こ
3
を
附
言
し
て
置
く
。
私
は
此
れ
を
見
る
こw

が
出
來
な
か
つ
た
の
は
#1
£
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で
あ
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,

私
は
以
下
に
於
て
ソ
ヴ
■ヱ
ー
トに於けるの問題從つて又精神技術學の問題の發展を概觀しやぅ

OK
IS
 

⑴

‘̂ 

>
•'
0

1

ョ

の
風
解
と
共
れ
に
對
す
る
批
判
。 

•

彼
は
一
九
一
ー
〇
年

モ

スn
1
に
创
設
せ
ら
れ
た
る
中
央
勞
働
硏
究
所
所
長
と
し
て
爾
來
今
日
に
至
る
迄
同
硏
究
所
の
發
展
を
指
導
し 

來
っ
た
o
本
硏
究
所
は
勞
働
並
に
管
理
の
科
學
的
姐
織
の
研
究
を
行
ふ
を
以
っ
て
其
の
饪
務
と
す
る
。
ハ
訊
ー
丑〕

ガ
ス
テ
ィ
ー
フ
の
見
解
に
從
へ
ば
ソ
ヴ
ヱ
ー
ト
の
现
狀
に
最
も
必
要
な
.る
も
の
は「

組
織」

で
あ
り
、
組
織
を
'運
用
す
る
た
め
に
は 

管
理
と
指
禅
が
必
要
で
.あ
る
。
こ
れ
を
勞
働
坐
產
力
の
問
題
に
就
ぃ
，て
尿
れ
ば
勞
働
作
業
の
指
,

理
で
ぁ
'る
？
而
し
て
此
の
作
業
の 

指
鐵
管
理
を
有
效
に
行
は
ん
が
た
め
に
は
努
働
衮
の
行
ふ
作
齡
活
■動
の
分
析
的
硏
，究
が
必
要
で
あ
る
。
然
か
も
か
く
の
如
き
硏
究
は
先 

づ
一
切
の
作
業
活
動
に
含
ま
る
、
施
本
的
要
素
に
關
し
て
行
は
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
彼
の
解
す
る
所
に
依
れ
ば
、
此
の
戡
本 

的
#
素
は
結
局「

打」

と

「

腿」

0)
£
ぶ

D
3
c
k

の
ニ
に
歸
着
す
る
。

「

打」

即
ち
打
づ
と
ーK

ふ
運
動
は
速
か
に
し
て
且
っ
烈
し
い
運
動
で
あ
っ
て
加
工
せ
ら
れ
る
對
象
物
の
外
部
に
行
は
れ
る
。
對
之
、 

「

腮」

即
ち
®
す
る
と
沄
ふ
運
動
は
穏
か
な
る
運
動
で
あ
っ
て
常
に
加
工
對
象
物
に
.觸
れ
て
ゐ
る
0
而
し
て一

切
の
作
業
衍
動
は
此
の
兩 

盏
の
何
れ
か
に
分
析
せ
ら
れ
る
。
共
處
で
此
の
取
純
な
る
ニ
掘
本
運
動
に
關
し
て
如
何
に
す
れ
ば
最
も
經
濟
的
に「

力」

の
支
m
を
調 

節
し
得
る
か
を
硏
究
す
る
こ
と
が
筑
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
勞
働
盏
が
如
何
な
る
仕
鄯
に
從
事
す
る
か
を
問
は
ず
，
先
づ
此
の
一
$

本 

運
動
に
就
ぃ
て
訓
練
を
行
は
し
め
る
乙
と
に
依
っ
て
、
各
種
の
複
雜
な
る
具
體
的
作
業
の
能
率
%

t
の
浓
f

確
保
す
る
こ
i
が
可
能

で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
た
。
叉
彼
は
一
切
の
人
問
活
動
-̂
嚴
格
な
る
規
律
に
依
つ
て
銃
制
す
る
こ
と
を
理
想
と
し
た
る
が
故
に
、
產
業
勞 

働
に
就
い
て
は
豫
め
右
述
の
栽
本
的
運
動
の
訓
練
の
.後
、
宛
か
も
堪
隊
的
な
規
律
の
下
に
勞
働
盏
を
指
緣
管
理
す
る
こ
と
が
物
質
的
生 

產
力
の
增
大
の
途
な
り
と
見
做
し
た
。

.
施
に
一
九一

八
年
に
レ
ー
二
ン
は
時
の
必
要
に
應
じ
て
F
:

に
次
ぎ
の
如
く
呼
ん
で
ゐ
る
。「

ド
.イ
ツ
人
に
就
い
て
學
ベ
。
ド
イ
ツ
人
は 

今
や
規
律
と
組
織
と
而
し
て
最
新
式
の
i

產
業
に
■
き
、
最
も
厳
格
な
る
管
理
と
統
制
に
恶
く
共
同
勞
働
の
諸
原
理
を
體
得
し
て
ゐ 

る
。
而
し
.て
菩
々
に
缺
く
る
所
は
正
に
こ
れ
で
あ
る
。
幾
多
の
闲
雛
な
る
試
煉
に
依
っ
て
勝
利
に
滿
て
る
頭
初
か
ら
輝
か
し
き
最
後
に 

到
達
せ
ん
が
た
め
に
菩
々
の
偉
大
な
る
革
命
に
缺
け
て
ゐ
た
も
の
は
叉
茁
に
こ
れ
で
あ
る
。」

と
。
而
し
て
又
ブ
ハ
ー
リ
ン
を
し
て
時
代 

は
次
ぎ
の
如
く
呼
ば
し
め
て
ゐ
る
0*7
吾
々
に
必
要
な
る
も
の
は
マ
ル
ク
シ
ズ
ん
と
ア
メ
リ
カ
一
一
ズ
ム
と
で
あ
る
。」C

訊M
O

 

'
革
命
苊
後
.の
ロ
シ
ヤ
に
は
從
前
の
農
業
固
か
ら
の
不
熟
練
勞
働
者
の
大
衆
が
あ
り
、
正
に
彼
等
に
缺
く
る
所
は
技
術
と
訓
練
と
敎
育 

で
あ
っ
た
。
ガ
ス
テ
ィ
ー
フ
が
人
間
生
活
の
機
械
化
と
共
の
眾
隊
的
な
管
理
法
と
に
依
っ
て
世
に
必
要
な
る
人
物
を
供
給
せ
ん
と
努
力 

し
た
の
は
必
ず
し
も
意
義
な
し
と
し
な
い
。
宛
か
も
フ
ォ
1F

以
前
の
テ
ィ
ラ
ー
が
運
動
並
に
時
問
研
究
に
依
っ
て
シ
ユ
ミ
ッ
ト
を
し
> 

て
一
日
四
十
七
噸
半
の
銑
鐵
を
運
搬
せ
し
め
得
た
こ
と
は
、
叉
ガ
ス
テ
ィ
ー
フ
自
身
の
理
想
と
す
る
所
で
あ
っ
た
ら
ぅ
。
彼
は1K

ふ
、

. 

「

若
し
テ
ィ
ラ
ー
に
し
て
1«
-
-に
生
れ
.ざ

り

し

，と

せ

は

、
彼

は

*1|
-
に
.見
出
さ
る
べ
き
で
あ
り
し
.な
ら
ん」

.と

.。

ガ
ス
テ
ィ
*丨
フ
の
作
業
分
析
は
テ
ィ
ラ
ー
の
遝
動
並
に
時
間
硏
究
に
比
し
て
特
異
'の
も
の
で
あ
る
が
、
彼
を
以
てT

a
y
l
o
r
i
s
m
u
s

の 

信
奉
著
で
あ
る
と
す
る
に
異
論
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

•:

精
神
技
術
學
の
危
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乍
然
、
纏
て
ガ
ス
テ
ィ
ー
フ
の
か
く
の
如
き
見
解
は
種
々
な
る
方
面
の
反
對
を
買
っ
た
0 

勞
働
，の
.科
學
的
硏
究
を
行
ふ
共
產
主
義
者
の
批
評
は
凡
そ
次
ぎ
の
如
く
で
あ
っ
た
。

ガ
.ス
テ
ィ
ー

フ
の

見
解
は
テ
ィ
ラ
I
.
の

見

解

を
出
で
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
其
れ
は
勞
働
の
機
械
化
と
自
動
化
に
依
っ
て
勞
働
奔
を 

搾
取
す
る
に
至
る
で
あ
ら
ぅ
。
寄
々
は
勞
働
の
科
學
的
組
織
の
問
題
に
於
て
は
勞
働
力
を
餘
剩
價
値
の
源
嵌
で
は
な
く
、
生
產
ヵ
增
進 

の
悲
本
耍
因
で
あ
り
、
勞
働
者
を
以
っ
て
勞
働
の
主
體
で
あ
る
と
見
做
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勞
働
力
の
涸
渴
と
勞
働
盏
の
早
期
死
亡
に
依 

る
勞
働
の
最
大
强
度
化
と
坐
產
能
率
の
最
大
增
進
で
は
な
く
、
最
大
生
産
力
を
得
ん
が
た
め
に
は
物
的
費
用
並
にH

ネ
ル
ギ
ー
消
费
の 

最
小
度
と
、
且
っ
又
、
勞
働
條
件
の
最
適
至
善
と
を
期
待
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
科
學
的
勞
働
組
織
の
範
圍
に
於
け
る
作
業
方
法
は
、
 

一
、
マ
ル
ク
ス
理
論
、
及
び 

，

ニ
、
興
體
的
實
驗
的
科
學(

生
と
し
てH

學
と
生
物
學)

に
恶
き
、

.

.

三
、
現
代
經
濟
の
JL
ハ
體
的
要
求
に
依
っ
て
決
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
，
 

.

.

•
ガ
ス
テ
ィ
ー
フ
に
對
す
る
批
判
者
は
か
く
て
、
其
の
純
粹
の
形
態
に
於
け
るT

a
y
l
o
r
i
s
m
u
s

を
觀
念
論
的
に
葬
り
去
る
こ
と
を
必
要 

と
考
へ
た
。
何
ん
と
な
れ
ば
そ
は
坐
產
並
に
勞
働
へ
の
靡
ら
資
本
生
義
的
接
近
の
結
菜
な
る
が
故
で
あ
る
。 

. 

■
此
の
思
想
圆
维
に
於
け
る
批
判
の
要
點
は
次
ぎ
の
如
く
で
あ
っ
た
。
即
ち
、

;■
■

一
、
作
業
を
し
て
打
と
fi
g
と
云
ふ
が
如
き
最
も
軍
純
な
る
筋
肉
作
用
に
■歸
す
る
こ
と
は
生
產
上
作
業
の
相
對
的
意
義
の
正
常
な
る
評

'
 

慎
を
不
可
能
に
し
、
且
.つ
技
術
の
.合
理
化
並
に
生
產
の
機
械
化
を
妨
げ
る
。：

ニ
、
作
業
過
程
の
研
究
に
際
し
て
心
理
丨
生
理
學
的
方
.面
の
：不
充
分
な
る
考
盧
、
健
康
[!
5
]題
の
無
視
及
、び
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
，丨
ト
の
利 

益
に
對
し
て
生
產
の
利
益
を
非
共
產
主
義
的
に
對
宂
せ
し
む
る
こ
と
。

. 

*

三
、.一

切
の
も
の
，を
坐
昏
の
物
神
性
の
下
に
置
き
、
又
坐
命
あ
る
人
問
を
、
思
考
す
る
こ
と
な
き
鈍
感
な
、
何
等
の
伎
倆
も
多
方
而 

へ
の
發
屁
も
杏
宛
せ
ら
れ
た
る
生
産
者
と
化
す
る
が
如
き
勞
働
漭
訓
練
法
。

か
く
の
如
き
批
判
の
要
點
は
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
に
於
け
る一

般
に
勞
働
の
科
學
的
硏
究
、
從
つ
て
又
精
神
技
術
學
の
l-
I1
,發
點
と
其
の
發
展 

傾
向
の
何
れ
に
行
き
べ
き
か
を
示
す
も
の
と
し
て
今
日
尙
ほ
SL
要
で
あ
る
こ
と
は
後
に
明
か
に
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

g

 

J. 

E
r
m
a
n
s
k
i

のHaylcr-syste

日
批
評

-
合
理
化
原
理
。

.
戰
郇
と
革
命
の
後
、
經
濟
的
#
妞
の
方
途
と
し
て
テ
ィ
ラ
ー
‘
シ
ス
テ
ム
が
ソ
ヴ
ユ
ー
ト
に
輸
入
せ
ら
れ
た
。
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
女 

史
の
傯
ふ
る
所
に
從
へ
ぱ
、
當
時
著
し
く
多
數
の
文
献
を
通
じ
て
テ
ィ
ラ
ー
•
シ
ス
テ
ム
は
殆
ん
ど
無
批
判
的
に
ソ
ヴH

!
ト
に
宜
傅 

せ
ら
れ
た
。
此
の
多
數
の
無
批
判
的
な
紹
介
文
献
に
對
し
て
、
エ
ル
マ
ン
ス
キ
ー
は
旣
に1

九1

八
年
に
,ア
ィ
ラ
ー
•
シ
ス
テ
ム
に
關 

す
る
批
制
的
な
蒂
作
を
公
刊
し
た
。
而
し
て
旣
に
周
知
の
如
く
此
の
書
は
共
の
後
口
シ
ヤ
に
於
て
四
度
版
を
重
ね
、

一
九
一
一
五
ギ
に
は 

ド
イ
ツ
語
に
_
驛
亡
ら
れ
て
ゐ
る
。r

wi
s
se
n
sc
h
a
f
t
F
h
e

 

Betriebs organisation u
n
d

 

T
a
y
l
o
r
-
s
y
s
t
e
m
)

左

.に

此

の

書

を

通

し

て

彼
の
見
解
を
简
m
に
解
說
し
や
ぅ
。 

：

H

ル
マ
ン
ス
キ
ー
は
科
學
的
經
罾
M

織
の
®
ホ
的
問
題
と
し
て
勞
働
の
座
產
性
と
强
度
の
二
^
^
を
明
向
に
區
別
.す
る
。
S

一
 
i 

而
し
て
勞
働
の
坐
產
性
は
勞
働
に
於
て
.消
耗
せ
ら
れ
るH

ネ
ル
ギ
ー
の
最
小
'ft
を
以
て
最
大
の
結
艰
を
實
現
せ
'
 
ん
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
1

精
舯
技
術
擧
の
危
機
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四
六)

と
結
來
の
相
對
的
關
係
に
於
て
：規
宠
せ
ら
れ
る
。彼
に
從
つ
て
、今
勞
働
に
於
て
消
牦
せ
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
をE
と
し
、
共
の
得
ら
れ 

た
る
結
.见
を
R
と
す
れ
ば
、
+

=

3

は
消
牦
せ
ら
れ
た
る
工
ネ
ル
ギ
ー
の
合
理
的
矹
;1
]
の
，
係

數

で

あ

つ

て

、

35
1ロ
々
は
il
l
の
數
俯
を
可 

及
的
大
な
ら
し
む
る
こ
と
に
依
っ
て
勞
働
の
生
產
性
を
增
太
せ
し
め
得
る
。
此
の
た
め
に
は
一
方
機
械
、
道
具
及
び
原
料
と
云
ふ
が
如 

き
坐
產
の
物
的
手
段
を
勞
働
#
に
對
し
て
適
當
に
合
理
化
す
る
こ
と
、
機
械
に
對
し
て
勞
働
渚
を
適
當
に
配
置
す
る
と
と
及
び
多
數
勞 

働
密
の
勞
働
力
を
適
常
に
飢
合
は
す
こ
と(

分
業
並
に
協
_)

が
妞
要
で
あ
り
、
他
方
に
於
て
は
作
業
に
嫡
當
な
る
勞
磡
者
を
選
擇
し
、
 

又
作
業
沽
励
其
れ
.：

HI

體
を
合
现
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
勞
働
力
と
物
的
坐
產
手
段
の
適
當
な
る
組
合
せ
は
組
織
に
.
 

關
す
る
都
柄
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
科
學
的
經
營
飢
織
の
問
題
は
右
の
勞
働
坐
產
性
の
標
準
に
從
ふ
合
職
的
勞
働
|1
1
織
の
問
題
と
し
て
解 

決
せ
ら
れ
る
タ

對
之
、
努
磡
の
强
度
は
取
に
勞
働
に
於
い
て
消
稲
せ
ら
れ
る
ヱ
ネ
ル
水
丨
の
觉
を
增
大
す
る
場
合
、
即
ち
勞
働
者
は
作
業
屮
彼
の
筋 

肉
と
神
經
と
を
異
常
に
緊
張
せ
し
め
且
つ
ょ
り
大
な
る
意
志
緊
張
に
於
い
て
働
く
場
合
に
增
大
す
る
。
而
し
て
此
の
場
合
に
は
勿
論
勞 

働
の
强
度
化
は
常
に
4-
1產
の
增
大
を
伴
ふ
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
生
產
の
結
采
に
對
す
る
最
小
の
ヱ
ネ
ル
ギ
ー
支
出
に
於
て
V
は 

な
く
最
火
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
出
に
於
て
^
あ
る
。
即
ち
勞
働
の
.强
度
化
の
場
合
に
は
尺
は
增
大
し
得
て
も
其
れ
は
必
然
E
の
梢
大
せ
し 

め
ら
れ
た
る
結
架
で
あ
る
が
故
に
11
1
は
正
常
な
る
狀
態
に
於
け
る
勞
働
坐
產
性
の
規
準
た
る
11
:
1ょ
り
も
小
で
あ
る
0 

勞
働
の
强
度
化
に
依
っ
て
得
ら
れ
た
る
結
來
は
"
換
言
す
れ
ば
一
時
的
に
勞
働
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
^
を
最
大
に
す
る
こ
と
、
即
ち 

生
现
的
限
界
に
迄
勞
働
者
を
驅
使
す
る
C
と
に
依
つ
て
得
ら
れ
た
る
結
-1
で
あ
つ
て
、
其
れ
は
勞
働
者
に
期
待
し
得
る
最
大
f
tで
あ
る
。

く
て
エ
ル
マ
ン
ス
キ
ー
は
最
大
量
原
則M

a
x
i
m
a
l
p
r
i
n
z
i
p

と
最
適
#
;
原

則O
p
t
i
m
a
l
p
r
i
n
z
i
p

と
を
對
立
せ
し
め
、
勞
働
の
强
度
化 

は
前
啻
に
於
て
實
現
せ
ら
れ
勞
働
生
產
性
の
增
大
は
後
者
に
從
つ
て
の
み
期
待
せ
ら
れ
る
と
す
る
。

ヱ
ル
マ
ン
ス
キ
ー
は
努
働
に
於
け
る
E
消
柁
量
の
測
宛
が
勞
働
坐
现
學
の
W
驗
的
测
宛
に
依
っ
て
決
宛
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
點
に
於
て 

彼
の
論
if
を
科
學
的
に
維
持
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
點
に
就
い
て
は
彼
の
藩「

合
理
化
の
理
論
と
實
際」

に
も
稍
ミ
詳
細
な 

る

說

明

が

あ

る

。

請

漭

の

，
一

請

を

期

待

し

て

遛

く

。

, 

以
上
に
於
て
私
は
简
雄
に
エ
ル
マ
ン
ス
キ
ー
の
集
本
的
觅
解
を
解
說
し
た
が
、
彼
は
か
く
の
如
き
見
解
か
ら
テ
ィ
ラ
ー
•
シ
ス
テ
ム

を
批
判
す
る
。

彼
の
テ
イ

ラ
ー
批
評
に
從
ふ
と
、
テ
ィ
ラ
ー
•
シ
ス
テ
ム
は
肯
宛
せ
ら
る
べ
き
鮎
と
否
宠
せ
ら
る
べ
き
.15
と
を
有
し
て
ゐ
るo

即
ち 

.

. 

テ
ィ
ラ
ー
の
行
へ
る
飢
織
並
に
道
具
の
改
薺
に
關
す
る
限
り
:1
1
:ハ
れ
は
最
適
貴
股
則
に
ー
.致
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
勞
働
强
度
化
の 

試
み
は
.7
1

1

に
否
足
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
テ
ィ
ラ
ー
の
勞
働
强
度
化
の
方
法
と
し
てH

ル
マ
，
ン

ス

キ

ー

の

最

も

痛

幣

す

る 

f  
-
 

.

所
は
經
濟
的
方
法
と
し
て
の
賃
銀
支
拂
方
法
で
あ
る
。
即
ち
テ
ィ
ラ
ー
の
差
別
賃
龈
率
或
は
テ
ィ
ラ
シ
ス
テ
ム
に
於
て
一
般
に
採 

■'
•

用
せ
ら
れ
る
割
増
金
附
賃
銀
支
拂
方
法
で
あ
る
。
か
く
の
.如
き
賃
銀
支
拂
方
法
は
勞
働
衮
を
驅
使
し
て
生
產
結
艰
の
最
大
量
を
實
現
せ 

一
 

し
む
る
に
あ
り
、
此
の
琪
を
賢
證
せ
ん
が
た
め
に
彼
は
フ
ラ
ン
ス
の
勞
働
坐
现
學
#
.
J
. A

m
a
r

の
硏
究
亿
從
っ
て
、
.テ
ィ
ラ
ー
の
問 

; 

題
と
し
た
銑
鐵
運
搬
の
勞
働
が
如
何
に
過
太
な
るH

ネ
ル
ギ
ー
消
耗
を
來
す
か
を
論
じ
て
ゐ
る
。

：

输
神
技
術
學
の
危
機
.
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八
四
八〕

•

.更
ら
に
エ
ル
マ
ン
ス
キ
ー
は
テ
ィ
ラ
ー
の
運
動
並
に
時
間
硏
究
を
批
評
し
.て
、
其
れ
.が
> 
¥
.均
的
な
勞
働
漭
に
就
い
て
行
は
れ
る
の 

•で
は
な
く
第
一
級
’の
勞
働
翁
に
就
い
て
行
は
れ
.る
結
果
、
そ
れ
に
依
つ
て
決
定
せ
ら
れ
た
る
課
業
は
通
常
の
勞
働
客
に
は
常
に
過
大
な 

る
要
求
と
し
て
現
は
れ
る
と
做
し
、
.又
時
[{
'
•
]
硏
究
に
依
つ
て
決
定
せ
ら
れ
た
る
テ
ィ
ラ
ー
の
云
ふ
休
憇
時
fi
l
lの
如
き
も
遐
だ
し
く
不
當 

•な
る
計
弊
た
る
こ
と
を
暴
露
す
る
。

'

.
素
ょ
り
菩
々
は
一
㈣
的
に
は
、
例
へ
ば
遝
動
競
技
ー
に
双
け
る
が
如
く
、
最
大
罾
原
⑽
に
從
つ
て
沽
励
す
る
。
乍
ぬ
、
此
の
場
合
に
は 

常
然
そ
れ
に
續
い
て
.相
當
の
休
息
と
營
養
と
に
依
.つ
て
身
體
的
活
ヵ
を
充
分
に
恢
夜
す
る
と
と
が
出
來
る
。
反
之
、，

勞

働

客

が
！！：々

引 

續
き
勞
働
ひ
强
度
化
に
權
へ
ん
と
.努
力
す
る
場
合
に
は
疲
勞
の
，蒂
積
と
な
り
、
.共
の
結
來
は
時
に
疾
病
と
し
て
現
は
れ
一
般
的
に
は
勞 

.働
^
の
生
#
期
間
の
短
縮
、
勞
働
能
力
持
續
の
短
縮(
即
ち
生
產
年
齡
.の
低
下〕

と
な
る
。
そ
れ
は
又
他
而
に
於
て
は
一
部
勞
働
客
の 

的
失
業
狀
態
を
生
ぜ
し
め
る
。
か
く
の
.如
き
テ
ィ
ラ
ー
‘
シ
ス
テ
1ム
ば
.正
に
，勞
儆
カ
.の
合
理
的
刹
用
1
阁
的
と
す
‘る
も
の
.で
は
な 

く
正
に
^
の
腾
便
に
至
る
と
評
す
る
も
悔
ら
な
い
。

.

最
後
に
！！
ル
マ
ン
ス
キ
ー
は
次
ぎ
の
，如
く
評
論
す
る
。
：結
局
勞
働
客
ば
資
本
、

K

義
の
下
に
於
て
は
機
械
と
同
様
に
手
段
視
せ
ら
れ
、 

資
本
家
の
㈣

を
の
た
め
に
は
堪
に
勞
働
#

が
勞
働
に
於
て
消
耗
す
る
.

ヱ
ネ
ル
ギ
ー
の
t

i<
r
i
㈣

は
問
題
で
な
く
、
從
つ
て
艰
に
勞
働
の
結 

艰
の
大
小
に
茁
心
を
蹬
く
結
果
其
處
で
は
當
然
最
大
量
原
則
が
支
配
す
る
。
反
之
、
社
會
主
義
时
社
會
に
於
て
は
勞
働
者
は
全
社
#
組 

織
.の
最
高
闳
的
と
視
ら
れ
從
つ
て
最
適
贵
原
則
の
み
が
安
當
す
る
。

•

以
上
の
如
きH

ル
マ
y

ス
キ
ー
の
見
解
は
精
神
技
術
學
的
考
察
と
一
:
<
ふ
ょ
り
は
寧
ろ
單
'に
.勞
働
生
理
學
の
1

礎
'_に
立
.っ
.て
语
り
、
從

,つ
て
朱
だ
問
題
の
全
面
的
解
決
に
欠
く
る
所
あ
る
も
、
尙
ほ
菩
々
は
彼
の
极
本
觀
念
に
は
多
く
敎
へ
ら
る
、
所
あ
る
は
云
ふ
迄
も
な
い
。 

更
ら
に
附
言
す
る
迄
も
な
くH

ル
マ
ン
ス
キ
ー
の
兕
解
が
マ
.ル
ク
ス
理
論
の
藤
礎
に
立
つ
.も
の
な
る
こ
と
は
何
人
も
容
易
に
知
り
得
る 

所
で
あ
る
0

: 

,

S

..

科
學
的
勞
働
妞
織
とT

a
y
l
o
r
-
S
y
s
t
e
m

 

一
 

.

.

.

一

九

一

二

^

一

 

月
下
句「

第

一
囘
全
露
科
學
的
勞
働
|-

1
1織
及
び
經
營
管
现
促
進
#

議」

に
於
て
、I

.

 

p
a
w
l
.

と
共
に
反
射
學

R
?

flexologie

で
有
名
な
るw

.

 

M
.

 

B
e
:
h
t
e
r
e
w

敎
授
は「

勞
働
に
於
け
る
人
問
カ
の
合
现
的
利
川
に
就
い
て」

述
べ
.て
.ゐ
る
。
彼
の 

見
解
は
ソ
ヴ
尸
丨
ト
に
於
け
る
精
神
技
術
學
の
問
題
を
述
べ
セ
ゐ
る
點
に
菩
’々
の
興
味
を
そ
、
る
。
彼
は
勞
働
に
關
す
る
妮
勞
、
作
業
.
 

運
励
、
練
習
、
營
養
と
能
率
の
關
係
、
集
團
的
社
會
的
耍
素
の
能
率
に
及
す
影
響
、
勞
働
容
の
作
業
に
關
す
る
興
味
關
心
の
問
題
等
の 

科
學
的
硏
究
を
示
し
た
る
後
、
彼
の
與
へ
た
る
テ
ー
ゼ
に
從
へ
ぱ
、 

r 

f
.

總
て
の
人
が
勞
働
に
從
琪
す
る
社
會
生
義
的
社
會
に
於
て
は
勞
働
、
.經
營
に
於
け
る
科
學
的
組
織
、
典
の
生
鹿
ヵ
增
進
及
び
勞
働
諸
.

一
 

條
件
の
改
善
に
關
す
る
硏
究
が
第
一
に
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
社
會
生
義
國
家
に
於
け
る
科
學
的
勞
働
組
織
の
合
理
化
の
兆
礎 

一
 

と
し
て
受
當
す
る
原
則
は
、「

最
大
勞
働
能
率
は
最
大
：の
.健
康
保
謹
と
人
格
の
發
股
を
驵
_
す
る
が
如
き
諸
條
件
の
排
除
に
蓝
く
|_
と
な 

了 

'
 

し
た
。

| 

尙
ほ
彼
は
其
の
テ
ィ
ゼ
中
次
ぎ
の
如
き
個
々
の
問
題
を
指
摘
し
た
。
即
ち
、H

場
內
の
照
明
並
に
衛
生
設
備
、H

場
の
美
化
藝
術
化
、
 

j 

仕
事
に
關
す
る
知
識
、
共
の
社
#
的
意
義
の
了
解
i
 
く
勞
働
者
の
興
味
の
喚
起
、
焭
働
渚
の
生
活
欲
求
の
充
足
、
心
身
の
保
健
、
敎

I 

.綺
神
技
術
學
の
危
機
. 
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四

(
一

八
五
o) 

育
訓
練
、
機
械
逍
具
の
完
成
は
勞
働
奔
の
個
性
に
出
來
る
丈
け
適
應
せ
し
む
る
こ
と
等
々
0

尙

ほ

エ

ル

マ

ン

ス

キ

ー

は

本

#
議

に

於

て

T
a
y
l
o
r
i
s
m
u
s

の

批

評

を

試

み

て

ゐ

る

が

.、
彼

の

見

解

に

就

い

て

は

既

に

吾

々

.
の

見

た 

'る
所

で

あ

る

。

只

た

师

言

す

べ

き

は

エ

ル

マ

ン

ス

キ

-

の

所

說

を

屮

心

に

テ

イ

ラ

丨

•
シ

ス

テ

ム

の

諮

杏

兩

論

に

關

す

る

論

(

♦
が

、

最
 

後

に

本

會

議

Q

_

■

と

し

て

大

體

ニ

ル

マ

ン

ス

キ

-
Q

見

解

を

支

維

し

た

こ

と

で

あ

.る
。

即

ち

、

.

「

テ

イ
ラ
丨
並
に
彼
の
共
问
硏
究
背

の

、

經
營
管
理
手
段
の
合
理
的
利
用
の
た
め
の
科
學
的
組
織
の
諸

方

法

の

翌

に

於

け

る

功

緖

の
 

n-
T
恨

に

齡

し

て

、

本

俞

議

は

科

學

的

勞

働

紐

織

と

T
a
y
l
l
l
r
u
s

と

の

同

、一

な

ら

ざ

る

こ

と

を

言

明

す

る

.0
叩
ち
後
卞

s

m

u
一
 

ぶ

分
和
學
吖
轺
營
組
織
の
諸
肋
®
と
一

致

し

、

且
つ
叉
多
く
は
勞
働
奔
の
于
不
ル
ギ
ー
消

耗

を

考

慮

す

る

こ

と

な

く

勞

働

能

率

の

過

度

の
 

壻
巡
に
導
く
非
科
學
的
諸
：_

を
含
ん
で
焐
る」

一
九
二一

4
の
新
辭
濟
政
笕
の
前
後
に
ソ
ヴ
ヱ
ー
ト
に
輸
入
せ
ら
れ
た
テ
イ
ラ
i

シ
ス
テ
ム
は
、
マ
ル
ク
ス
理
論
に
管
且
つ
科 

學

_
の
下
に
が
一
か
れ
て
资
本
義
的
新
搾
取
形
態
た
る
そ
の
本
來
の
姿
は
揚
棄
せ
ら
れ
て
此
處
に
科
學
的
勞
働
組
織
のg

題
と 

イ
し
た
第 

一
fL
l
八土 
■沿
^
#
的
努
磡
組
織
及
び
經
營
管
理
促
進
#
議
の
テ
イ
ラ
ー
•
シ

ス

テ

ム

，
否

宛

の

決

議

は

；

g

だ
し
く
地
味
で
あ
る 

が
、
こ
れ
に
依
つ
て
テ
イ
ラ
丨
に
對
す
I

論
I

は
ー
應
淸
f

ら
れ
、
ソ
ヴ
r

ト
藝
の
實
踐
の
裡
に
科
學
的
霞
組
織
のg

 

題
が
F
來
發
版
す
へ
鼻
摇
が
火
體
示
さ
れ
た
とr

み
つ
て
い
か
く
て
勞
働
に
關
す
る
一
切
の
科
學
的
硏
究
は
勞
働
人
格
の
發
展
を 

終
局
の
^

標
と
し
て
、资
本
主
義
的
合
理
化
で
は
な
く
、社
會
主
義
的
合
现
化
方
策
と
，し
て
企
圖
せ
ら
れ
る
。
云

ふ

迄

も

な

く

、

ソ
ヴ
* 

丨
ト
に
於
け
る
精
神
技
術
^
は
勞
働
に
關
す
る
科
學
的
硏
究
.の
一
分
野
と
し
て
又
右
の
如
き
意
義
を
獲
得
す
る
。

ti
r

l

w以
>'
の
序
述
は
大
體
バ
ゥ
ム
.ガ
ル
テ
ン
女
史
(0
'
前
揭
書
に
從
つ
た
吵
で
以
下
ー
々
引
用
ひ
煩
を
避
け
る
。

!£
'

一
 

五

G. 

G
r
M
S

に
從
ふW

、

中
央
勞
働
研
究
所
は
莫
大
な
豫
箅
の
下
に
第1

期
五
ヶ
萍
計
肅
中
に
十
览
人
以
上
の
熟
練
努
働
衮
を
義
成 

す
る
^
で
あ
る
。
同
研
究
所
は
ソ
ヴ
ヱ
ー
ト
に
於
け
る
同
極
研
统
所
中
最
も
十
1-
1
く
11
つ
最
大
な
る
も
の
\
一
 

つ
で
あ
る
が
與
の
敎 

育
方
法
に
你
ほ
批
判
す
ベ
き
點
あ
り
€

す
る
も
常
に
ソ
ヴ
ヱ
1

た
め
に
功
献
し
つ
、
あ
る
こ
ミ
は
^
だ
尊
敬
す
ベ
き 

默
で
あ
る
。

•

Grinko; D
e
r
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託

一

七

エ
ル
マ

ン
ス
キ
ー
は

彼
の
勞
働
生
產
性
及
び
强
度
の
ニ
槪
念

ミ

其
の
勞
働
生
理
學
的
_
礎
付
け
に
就
い
て
、
II
ら
に
次
S

爾
に
明 

隙
に
說
阴
し
て
ゐ
る
。

J

!

丨

丨

i

i

猫

は

以

J-
の

序

述

に

依

つ

て

一

九

二

一

 

年

前

後

に

ソ

ヴ

ェ

1
ト

に

移

入

せ

ら

れ

た

テ
ィ
ラ
丨
«
シ
ス
テ
ム

と

:1
-
1ハ
の

裀

に

位

接

せ

ら

れ 

た

精

神

技

術

羅

の

意

義

に

關

す

る

ソ

ヴ

ェ

ー

ト

の

批

判

を

見

た

。

乍

然

、

そ

れ

は

旣

に

十

年

の

過

去

の

事

實

で

あ

り

、

且

つ

當

時

と

現
 

今

の

五

ケ

ハ

ヰ

計

敬

に

依

つ

て

成

功

を

傅

へ

ら

れ

つ

、

あ

る

經

濟

狀

態

の

間

に

は

著

し

き

發

展

、の

相

違

の

あ

る

こ

と

を

思

ひ

合

せ

ば

、

ソ 

ヴ

H

丨

ト

精

神

技

術

學

の

现

狀

こ

そ

罟

々

の

興

味

の

中

心

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

0

I

私

は

北

ハ

の

間

の

ソ

ヴ

H

1
ト

精

神

技

術

學

の

發
 

達

に

就

い

て

北

ハ

の

詳

細

を

知

り

得

な

い

が

[

幸

ひ

咋

秋

モ

ス

コ

ー

に

開

か

れ

た

第

七

隱

際

精

神

技

術

學

會

は

此

の

菩

々

の

興

味

に

m

神
技
術
學
の
危
機
.
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签
へ
て
下
れ
た
。
而
し
て
同
學
#
が
呑
々
に
否
佌
界
に
與
へ
た
問
題
の
中
心
は
、
ソ
ヴh

丨
ト
精
神
技
術
學
と
他
の
歐
米
諸
國
に
於
け 

る
資
本
義
的
精
神
技
術
學Q

相

鬆

判

、
寧
ろ
前
諸
の
攻
擊
に
對
す
る
後
客Q

防

蕾

終

っ

た

.と
云
っ
.て
い
ゝ
。

以
下
私
は
此
の
問
題
に
觸
れ
や
ぅ
と
思
ふ
O
S
'
八〕

本
樂
俞Q

、H-:

寒

で

t

モK
 

n -

 Q

シ
ュ
ピ
上
ラ
イ
ン
敎
授
は
響
の
辭
中
次
ぎQ

如
く
述
べ
て
ゐ
る
。r

•精
神
技
裏
は
瑕
に 

和
尊
的
任
務
の
■み
な
ら
ず
又
常
に
甜
會
的
任
務
を
も
充
す
。
.a

シ
ャ
に
於
て
は
今
日
恃
に
蕃
し
く
此
の
社
會
的
任
^
:を
遂
：了
す
べ
き
说 

態
に
あ
る
O
J又
モK

 

n

1
市
を
代
表
し
て
ニ
フ
ィ
ノ
ゥ
は
其
の
祝
•辭
中
に
、「

精
神
技
術
學
は
社
會
科
學
小
最
も
重
要
な
る
一
部〔

で
あ 

つ

て

3
の
任
務
と
す
る
^-
は
；1
會
オ
義
的
勞
働
を
制
織
し
勞
懷
を
ー
止
し
く
分
配
し
且
つ
勞
働
諸
條
件
を
合
现
化
す
る
に
あ
る
0し
と 

述
べ
て
ゐ
る
。
か
く
て
本
學
會
は
馨
と
同
時
に
ソ
ヴH
1
ト
精
神
技
歡
が
科
學
的
で
あ
る
と
同
時H

社
室
義
的
で
あ
る
こ
と
が 

言
明
せ
ら
れ
た
。
私
は
こ
れ
に
對
す
る
特
に
獨
佛Q

精
神
技
術
學
笤
反
對
的
評
批
•に
入
る
に
先
っ
て
シrl

ピ
1
ル

ラ

イ

ぢ

身

の
..：：： 

解
を
概
略
此
處
に
街
し
言
。
而
し
て
.そ
れ
は
ソ
ヴH

1
ト
精
神
技
術
學
：Q

I

的

_

を

明

か

に

し

て

ゐ
る
。
即
ち
彼

i

へ
ば
、
 

先

づ
H
歐
諸
國
シ
ャ
に
移
入
せ
ら
れ
た
精
神
技
術
學
の
特
徴
は
次
ぎ
の
如
く
で
あ
っ
た
。
職
業
上
必
要
な
り
と
见
な
さ
れ 

た
個
々
の
性
能
の
■

'

即
ち
此
等
諸
性
能
は
實
驗
的
に(

テ
ス
ト
に
依
っ
て〕
確
免
さ
れ
、
且
っ
數
學
的(

統
評
的〕

處
现
法
に
依 

っ
て
評
價
せ
ら
れ
た
。
凡
そ
か
く 

Q

f方
法
は
一
九
二
M
葉
持
續
し
た
。
が
：#

I
め
て
此Q

方
法
I

す
る
社
會
的
批
判
が 

行
は
れ
た
。
先
っ
辯
證
法
的
恕
考
に
從
っ
て
性
能Q

恒
常
性
が
疑
は
れ
た
。
資
本
家
的
精
神
技
術
學
に
取
っ
て
は
確
か
に
&
常
素
質 

と
生
物
學
例
諸

耍

因.€
»
意

義

を-1
大
し
，動
的
な
社
會
擧
的
1
耍
因
を
輕
観
す
-̂
,こ
と
が
必
耍
で
ぁ
，る
0

對
之
、M
に
ブa

レ
タ
リ
7

丨
ト
の
た
め
の
精
神
技
術
學
は
其
の
階
級
_
#
の
補
助
手
段
と
し
て
全
然
厌
對
の
道
を
と
る
。
it
ハ
れ
は
諸
愧
能
を
確
宛
し
や
ぅ
と
は 

し
な
い
。
又
^
實
.か
く
の
如
き
諸
性
能
は
杯
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
北
ハ
れ
は
職
業
活
動
に
適
應
す
る
に
至
る
迄
一
般
的
な
人
即
的
素 

質
を
發
展
せ
し
め
や
ぅ
と
す
る
。
從
っ
て
其
の
生
た
る
問
題
は
ー
觉
の
職
業
に
對
し
て
人
を
選
擇
し
、
か
く
て
彼
を
北
ハ
の
職
業
に
回 

记
せ
し
め
る
の
で
は
.た
く
、
大
な
る
範
園
に
渡
っ
て
職
業
の
轉
換
が
試
み
ら
れ
る
。
か
く
て
精
神
技
術
學
は
西
科
全
書
的
な
工
業
敎 

育
の
問
題
に
人
る
。
勿
論
學
_

育
は
各
個
人
が
翕
化
营
れ
た
る
！
：業
定
從
事
し
得
衾
如
く
彼
の
知
識
と
能
力
と 

を
^
々
な
る
職
業
に
^
っ
.て
發
展
せ
し
む
る
た
め
に
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
實
際
の
結
果
は
旣
に
婦
人
が
工
場
に
あ
っ
て
闲
難 

_な
る
力
仕
率
に
從
事
し
、
更
ら
に
至
る
處
觅
子
と
同
様
に
經
營
の
管
理
に
參
加
し
て
ゐ
る
。
之
れ
を
要
す
る
に
、

一
、
贱
業
向
體
は
變
化
1
て
ょ
1
尚
度
に
發
展
す
る
0,
此
の
場
合
緊
張
せ
る
肉
體
力
を
必
要
と
す
る
が
如
き
勞
働
は
機
械
に
依
っ 

て
行
は
れ
る
。
而
し
て
.勞
働
の
機
械
化
が
坶
進
す
る
と
共
に
、
然
ら
ば
熟
練
勞
働
盏
ば
如
何
に
し
て
維
持
せ
ら
れ
る
か
。

1

一、
機
械
化
は
稱
々
の
職
業
間
の
區
別
を
益
:
消
滅
し
、
典
の
結
艰
は
资
木
主
義
諸
國
に
於
て
は
當
然
不
熟
練
勞
働
洛
を
耍
求
す 

る
。
乍
然
、

.

..

.

1

-;n

シ
ャ
に
於
て
はH

業
敎
育
に
迤
き
、
叉
種
々
な
る
生
產
過
程
並
に
共
の
經
濟
的
政
治
的
自
的
を
充
分
了
解
し
て
ゐ
る
こ
と 

に
依
っ
て
、
勞
働
漭
に
取
っ
て
は
却
っ
て
其
れ
は
精
神
的
水
準
の
上
畀
と
な
る
。
然
か
も
尙
ほ 

四
、
勞
働
者
に
取
っ
て
は
本
來
の
勞
働
以
外
に
又
經
營
管
现

へ

の
參
加
並
に
政
治
的
生
活
へ
の
關
與
が
義
務
と
し
て
要
求
せ
ら
れ 

る
0

\

S

技

術

舉

の

危

機

H
四

セ

(
J
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鲋
舯
技
術
學
の
危
機 

1

\.

五
、
精
神
技
術
學
の
任
務
は
か
く
て
勞
働
渚
人
格
の
哺
育
發
股
に
あ
る
。

シ
ユ
ピ
丨
ル
ラ
イ
ン
の
农
の
见
解
に
悲
く
學
會
の
I
齿

「

精
神
技
術
學
の
理
論」

.が
_
锁
せ
ら
れ
た
後
引
續
き
行
は
れ
た
討
論
に
於 

て
、
常
然
晋
々
の
期
待
し
得
る
が
如
く
、
资
本
虫
義
諸
國
の
精
神
技
術
學
諸
は
一
様
に
反
對
の
見
解
を
以
て
こ
れ
に
對
立
し
た
。
特
に 

ジ
ユ
ネ
ー
ブ

のE
d
,

n
k
p
a
^
d
e

と
べ
ル
リ
ン
の
豸
，

s

a
泛
は
凡
そ
次
ぎ
の
如
き
見
解
を
持
し
た
。

ぉ
；职
技
#
萼
は
和
辱
と
し
て
は
堪
に
|=
!
的
達
成
の
.手
段
を
佻
す
る
に
過
ぎ
ず
、1吾
々
が
何
を
爲
す
べ
き
か
を
云
ふ
も
の
で
な
いo

シ
ユ 

匕

1
只
ラ
イ
ン
は
资
木
家
的
利
學
と
非
資
本
家
的s

f
f

と
を
區
別
す
る
け
れ
ど
も
こ
れ
は
承
認
し
傅
な
い
。
科
學
は
軍
に

:̂视
内
で
あ

る
力
C

l

4

f
、
赘

技

S

が
蠢
的
意
た
る
た
め
に
は
政
治
か
ら
從
つ
て
又
_

產

か

らg

れ
て
素
で
な
け
れ 

ば
な
ら
ぬ
。

私
が
旣
に
本
論Q

初
めH

指
摘
し
て
S

た
や
ぅ
に
右
の
見
解
は
、、、ri

ン
ス
テ
ル
べ
ル
ク
以
■

精
神
技
術
雪

の

殆
ん
ど
奮

語
 

で
あ
る
。
こ
れ
に
對
す
る
ソ
ヴ
r

ト
侧
特
に
シ
ユ
ピ
ー
ル
ラ
イ
ン
の
答
ふ
る
處
に
依
る
と
.「

精
神
技
術
學
は
犁
な

る
技

術

論
と
し
.て 

は
宛
i

f
に
褪
間
を
描
く
に
等
し
い
。

一
切
の
科
學
、
天

豪

で

さ
へ
も
、
社
會
か
ら
其
の
問
題
を
受
け
取
るc

吾
々
は
ロ
'シ
ヤ
に 

於
て
|.
1
會
オ
龜
的
社
會
形
態
が
菩
々
を
指
遵
し
て
ゐ
る
こ
と
を
苹
直
に
認
め
る
に
も
拘
ら
ず
、
西
歐
諸
國
に
於
て
は
學
^
は
匕
ロ
み
が
可 

處
ょ
り
來
る
か
を
肋
飾
せ
ん
と
努
め
て
焐
る
。
只
社
會
主
義
の
た
め
の
精
神
技
術
_
の
み
が
眞
に
現
實
を
揲
求
し
得
る
0
か
く
の
如
き 

前
提
•に
進
み
#
な
い
科
學
は
結
局
懷
疑
論
に
陷
ら
ざ
る
を
得
な
い
0」

吾
々
は
右
の
如
き
ソ
ヴH

1
ト
精
神
技
術
學
を
了
解
し
得
ん
が
た
め
に
は
、
ソ
ヴH 
I
ト
の
經
濟
狀
據
特
に
北
ハ
の
勞
働
者
政
策
並
に

努
働
容
の
张
沽
狀
態
の
現
狀
に
就
い
て
知
る
こ
と
が
必
耍
で
あ
る
。
乍
然
、
こ
の
都
は
本
來
私
の
目
的
と
す
る
所
で
は
な
く
、
又
旣
に 

今
日
は
多
く
の
文
献
を
通
じ
て
世
に
紹
介
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
故
に
、
此
處
で
は
序
述
を
出
來
る
丈
け
簡
瑶
に
±
め
度
い
と
思
ふ
。

ソ
ゥ
ュ
ー
ト
齋
濟
は
典
の
五
ケ
年
^
部
の
努
カ
を
^
じ
て
著
し
き
發
展
の
速
&
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
#
に

諸

資

本

、
王

毅

先

進 

國
の
生
產
力
に
追
從
し
、
且
つ
こ
れ
を
凌
駕
せ
ん
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
新
社
會
鈕
設
の
弗
礎
で
あ
り
社
會
主
義
社
會
へ
の
確
實
な
る 

步
み
で
あ
る
。

何
人
も
知
る
如
く
、
戰
前
は
農
業
國
で
あ
り
未
だ
資
本
生
義
的
經
驗
を
多
く
有
せ
ず
、
且
っ
莫
大
な
.る
地
域
を
領
胬
す
る
に
も
狗
ら 

ず
概
し
て
自
然
の
恩
速
に
浴
す
る
こ
と
少
な
く
、
國
尻
の
文
化
の
程
度
が
他
の
歐
洲
諸
國
民
に
比
し
て
劣
っ
て
ゐた

！！

シ
ャ
が
、
戰
爭 

と
革
命
の
破
壊
作
用
に
依
っ
て
當
而
し
た
最
も
闲
難
な
る
事
情
は
张
產
力
の
減
退
で
あ
っ
た
。
即
ち
熟
練
勞
働
渚
と
資
本
主
莪
的
技
術 

と
が
ソ
ヴ
ヱ
ー
ト
に
は

必
要
で
あ
っ
た
。
今
日
の
五
ヶ
苹
計
黏
の
努
カ
も
亦
此
處
に
あ
る
。.
而
し
て
此
の
一
切
の
努
力
は
云
ぶ
迄
も
な 

く
社
會
生
義
的
形
態
に
於
て
現
は
れ
、
特
に
解
働
密
政
笟
に
就
い
て
之
れ
を
觀
れ
ば
資
本
家
的
意
義
に
於
け
る
搾
取
方
法
と
し
て
の
勞 

働
坐
產
ヵ
の
增
進
で
は
な
く
、
社
會
生
義
的
勞
働
紐
織
の
|1題
と
し
て
存
し
て
ゐ
る
0

资
少
年
に
對
す
る
一
般
敎
育
の
齊
及
は
素
ょ
り
、
.部
長
無
擧
者
に
對
す
る
一
般
敎
育
に
對
し
て
多
大
の
努
力
が
拂
は
れ
て
ゐ
る
が
、
 

特
に

エ

場
に
於
け
る
技
術
家
並
に
熟
練
勞
働
渚
の
養
成
が
常
然
m
要
視
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
此
の
職
業
的
技
術
的
敎
育
を
效
艰
あ 

ら
し
め
ん
が
た
め
に
、
學
校
は
工
場
の
實
際
坐
產
と
密
接
に
關
聯
せ
し
め
ら
れ
て
焐
り
、
上
級
の
エ
業
學
校
は
主
と
し
て
勞
働
客
に
門 

戶
を
開
い
て
ゐ
る
。
而
し
て
現
に
傅
へ
ら
れ
る
所
に
依
る
と
、
上
級
の
工
業
學
校
に
於
て
は
生
徒
全
數
の
殆
ん
ど
三
分
の
ニ
は
勞
働
客 

#
神
淑
術
學
の
危
铖 

II;

四

九

(

ー
八
五
五)
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で
あ
る
か
又
勞
働
^
の
子
弟
.で
あ
る
。

勞
働
倐
件
に
就
い
て
一
！

f

ベ
ば
、
賃
銀
の
引
上
げ
と
共
に
勞
働
時
間
の
短
縮
、
即
ち
七
時
間
勞
働
と
一
週五

！！：

制
の
實
現
が
努
力
せ
ら
. 

れ
て
ゐ
.る
。(

原
則
と
し
て
は
翌
一
九
三
三
平
十
月
一
日
を
以
て
有
ゆ
る
種
類
の
經
營
を
通
じ
て
一
般
に
七
時
間
勞
働
が
實
施
せ
ら
h
る 

赏
で
あ
る
が
、
旣
に
琪
實
幾
多
の
經
營
に
於
て
其
の
實
現
を
見
て
ゐ
る
V3
更
ら
に
工
場
內
に
於
て
は
特
に
勞
働
蓉
の
保
謹
施
設
に
多
大 

の
注
意
が
拂
は
れ
、
こ
.の
事
は
又
左
に
述
ぶ
る
が
如
き
努
働
童
活
上
の一

般
施
設
と
共
に
相
俟
っ
て
勞
働
客
の
疾
病
及
び
工
場
內
の 

勞
働
災
锦
數
の
減
少
を
來
た
さ
し
め
て
ゐ
る
。
勞
働
保
護
施
設
の
問
題
は
全
國
八
十
の
硏
究
所
並
に
.實
驗
場
に
於
け
る
研
究
の
對
象
と 

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
勞
働
衆
保
護
施
設
と
共
に
銜
秦
備
；
更
ら
に
社
會
保
險
制
度
並
に
勞
働
若
怯
宅
の
建
設
改
善
、
こ
れ
等
の
努
力
は 

共
に
勞
働
衮
の一

般
张
沽
狀
態
の
改
鹿
に
缇
く
。

婦
人
の
坐
活
に
就
い
て
は
又
特
異
の
努
力
が
柳
は
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
種
々
の
補
助
的
か
社
會
施
設
に
依
っ
て
彼
等
を
從
來
の
主
婦
と 

し
て
の
家
.庭
生
^
力
ら
解
放
し
て
、
努
働
婦
人
と
し
て
工
場
內
に
於
い
て
^
子
同
檨
に
其
の
材
能
を
充
分
に
發
邮
せ
し
め
る
や
ぅ
に
努 

め
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
婦
人
■に
對
し
て
職
業
敎
育
を
施
す
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
經
驗
の
示
す
所
に
依
れ
ば
、
彼
等
は
工
場
內
に 

あ
っ
て
有
ゆ
る
種
類
の
努
働
に
於
て
決
し
て
與
子
勞
働
盏
に
劣
ら
な
い
。
更
ら
に
母
た
る
婦
人
勞
働
背
並
に
其
の
乳
兒
の
保
護
に
充
分 

の
注
意
が
拂
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
一K

ふ
迄
も
な
い
。
か
く
の
如
く
に
し
て
婦
人
の
坐
活
機
式
は
社
食
主
義
的
栽
：礎
に
於
て
變
革
さ
れ
、

. 

又

一

敗

に

共

の

文

化

的

狀

態

は

改

善

せ

ら

れ

っ

、
あ

る

。

是
等
の
.諸
方
策
に
加
へ
て
、
ソ
ヴH

丨
ト
に
於
て
は
勞
働
^
は
總
て
彼
等
の
行
ふ
仕
^
が

J
經
營
內
に
於
て
、
更
ら

/ C
-

全
社
會
經
濟

.

'.
:

,

內
に
於
て
如
何
な
る
役
割
を
演
ず
る
か
を
明
瞭
に
了
解
し
て
居
り
、
叉
彼
等
の
爲
し
得
た
る
所
が
如
何
程
の
意
莪
を
持
ち
得
た
か
を
示 

i 

さ
れ
る
。
こ
の
事
は
各
人
の
敎
育
に
於
て
準
備
せ
ら
れ
る
許
り
で
な
く
、
布
ゆ
る
宣
傅
と
吿
知
の
手
段
を
涵
じ
て
金
社
#
經
濟
に
關
し

て
は
素
ょ
り
一
經
營一

人
の
勞
働
菏
に
至
る
迄
の
計
窬
と
其
の
成
紱
が
次
ぎ
く
に
傳
へ
ら
れ
る
。
昨
年
前
記
の
學
會
に
出
®
し
た 

H
.

 

R
u
p
p

 

(

ベ
ル
リ
ン
大
學)

は
こ
の
鄯
に
就
い
て
次
ぎ
の
如
く
印
象
を
述
べ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
此
處
に
吾
々
は「

目
的
が
ょ
り
明
瞭 

一
 

に
且
つ
服
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
程
、
苔
々
の
意
志
力
は
ょ
り
强
く
作
用
す
る
。」

と
云
ふ
s
 
I

の
法
則
を
想
起
す
る
。
と
。

最
後
に
茁
耍
な
る
琪
项
は
、
ソ
ヴ
JC
.
丨
ト
に
於
て
は
勞
働
盏
は
單
に
坐
產
激
た
る
に
止
ら
ず
、
' 同
時
に
又
生
產
の
飢
織
黹
で
あ
る
。

一
 

か
く
て
彼
^
こ
そ
初
め
て
勞
働
者
を
奴
識
化
す
る
權
カ
で
あ
る
機
械
の
支
配
か
ら
免
れ
て
ゐ
る
。
而
し
'て
彼
等
は
自
ら
彼
等
の
行
j
勞

働

を

以

つ

て

，
！
！
n

li
l
な
る
勞
働
と
^
做
し
、
機
械
、
技
#'
及
び
科
學
的
勞
働
組
織
は
彼
等
の
勞
働
を
备
县
に
し
^
^-
の
文
ィ
6*
炉
質
6> 

厚
^
を
.增
進
す
る
手
段
な
り
と
考
へ
る
。

要
之
、——

カ
ル
ボ
ヴ
は
云
ふ——

ソ
ヴ
f

ト
に
於
て
は
勞
働
は
も
は
や
單
な
る
生
样
の
手
段
で
は
な
く
坐
沾
.上
の
欲
求
と
し
て
現

..t 

- 

•

一
 

は
れ
る
。
新
社
#
は
新
し
い
人
fi
l
lを
必
要
と
す
る
。
彼
等
は
社
#
主
栽
社
#
の
回
的
と
勞
.働
條
刊
に
應
じ
同
時
に
#
產
、T
l
&ay
#

へ 

. 

の
•發
M
過
程
に
於
い
て
.重
要
な
役
割
を
演
ず
る
。
社
會
主
義
社
#
は
多
方
面
に
發
達
せ
る
人
物
を
必
要
と
す
る
。
か
く
て
ソ
ヴh

丨

ト
 

i 

. 

精
神
技
術
學
に
課
せ
ら
れ
た
る
問
題
は(

一〕

敎
官
、
社
會
主
義
建
設
の
た
め
の
#
部
の
育
成
、o

一

)

勞
働
飢
織
漭
、
社
會
の
耍
求
に
應 

一一:;
. 

じ
、.社
#
各
員
の
與
味
と
能
力
に
應
じ
て
勞
働
贲
I

.
彼
等
は
當
然
社
會
主
蕺
建
設
渚
の
#
部
で
あ
る——

の
配
置
の
科
學
的
決
定
、

及
び(

三)

學
校
、
經
罾
罾
々
に
於
け
る
勞
働
諸
條
件
の
砠
#
主
義
的
合
理
化
、
.之
れ
で
あ
る
。
而
し
て
ソ
ヴ
H

1ト
精
神
技
術
學
は

I
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(
I

八
五
八

)

職
業
記
述
に
代
っ
て
各
種
部E

Z

の
產
業
勞
働
衆
の
統1

的
職
業
輪
廓
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ0

此
の
職
業
輪
廓
の
作
成
の
迤
遊
と

し

て

勞

働

容

人

格

の

硏

究

、

即

ち

人

格

の

發

股

、

:]
■.
!
:

ハ

の

外

界

に

對

す

る

關

係

等

々

の

人

格

の

全

內

容

の

研

究

が

行

は
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
。

以
上
私
は
ソ
ヴH

丨
ト
學
背
のM

ふ
所
に
從
っ
て
其
の
精
神
技
術
學
の
概
要
を
示
し
得
た
っ
も
り
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
に
附
言
す
る

こ
と
は
駄
足
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
尙
ほ
私
は 

一
ニ
の
點
を
請
客
に
注
意
し
て
遛
き
度
い
。

ヴ
ェ
ー
ト

精
神
技
術
學
は
他
の
諸
科
學
と
同
機
に_

.

.そ
し
て
そ
れ
は
比
較
的
新
し
い
蕻
實
で
あ
る
が
^

——

マ

ル
ク
ス
I

レ
ー

ソ

二

ン
主
義
、
從
っ
て
哺
物
辯
證
法
に
依
っ
て
：#
吟
味
せ
ら
れ
た
。
そ
の
結
艰
は
勞
働
人
格
に
關
す
る
素
質
.

Q

怃
常
性
が
杏
宛
せ
ら
れ
、
こ

れ
に
對
し
て
.人
格
の
發
股
過
程
に
於
け
る
外
界
と
其
の
社
會
的
歷
史
的
耍
因
が
31
視
せ
ら
れ
、
又
與
子
と
女
子
の
精
神
技
術
學
的
基
異

が
否
^
せ
ら
れ
、
而
し
て
楚
等
の
理
論
間
題
は
着
々
實
踐
に
於
て
科
學
的
に
敗
礎
付
け
ら
れ
て
行
く
や
ぅ
で
あ
，る
。
II
ら
にnlr:

等
の
問

題
が
敎
育
、
露

Q

分g
、

特

鼻

働Q
S

Q

歷

と
し
て
精
神
技
術
學
s

f

さ
れ
て
ゐ
る
。

菩
々
の
此
處
に
重
耍
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
點
は
、
此
の
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
唯
物
辯
證
法
的
精
神
技
術
學
が
、
理
論
を
其
の
實
踐
に
於

て
證
明
し
、
藤
か
ら
又
新
し
い
問
題
を
發
股
せ
し
む
る
と
云
ふ
點
に
科
學
の
容
觀
性
が
確
保
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
.で
あ
る
。
か
く
て

シ
ュ
ビ
丨
ル
ラ
ィ
ン
を
し
て
次
ぎ
の
如
く
沄
は
し
め
る
。

「
五
；：

々
の
社
會
秧
序
に
於
て
の
み
精
神
技
術
梁
の
c
ri
l
は
保
證
せ
ら
れ
て
ゐ

る
。」

又
一

K

ふ
迄
も
な
く

一
 

切
の
硏
究
所
並
に
實
驗
場
は
國
家
的
按
助
の
下
に
坐
產
の
實
際
と
結
び
#
い
て
こ
の
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め 

て
ゐ
る
。 ̂

一
 

A 

l
こ
學
會
ゥ
通
^
書
へ

 sect

s:Ine 

c
o
n
f
e
r
e
n
c
e

 

Internationale 

d
e

 

p
s
y
c
h
o
t
e
c
t
n
l
q
u
e
,

 

M
o
s
c
o
u
,

 

S
、
I3. 

I
X
-

 
I
9
3
r

 

M
o
s
c
o
?

L
e
n
i
n
g
r
a
d
,

 E
d
i
t
i
o
n

 

cTFtat 

d
e

 

la 

Literature 

S
o
c
i
a
l
e
-
E
c
o
n
o
m

ぜ

e, 

1
9
3
0は
公

刊

せ

ら

れ

て

ゐ

る

や

ぅ

で

あ

る

が

、
逍

憾

な

が

ら 

其
れ
は
朱
だ
私
の
手
もw

i
i

來
て
ゐ
な
い
の
で
、
以
下
私
の
述
べ
る
所
は
止
む
を
妈
ず
左
に
揭
ぐ
る
ド
ィ
ッ
の
三
應
S

顏

籠
 

に
，紹

介

せ

ら

れ

た

覽

の

■

馨
文
に
從
つ
た
。
復
以
下
一
々
引
所
嘉

W

す
るQ

?

避
け
た
含
を
響
し
て
通

K. A. 

Tiarora

;.
 

Die 

7.

5*ternatI0nale 

psychoteclinischewonfersz 

in 

Moskau (Industrielle. Fsychotecimik, S. Jphrg. 

H
.

 

9, 

3C 9
3
I) 

•

w
.
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1932.〕
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 E
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1932)

五

素
ょ
り
ソ
ヴ
X
1
ト
精
神
技
術
學
に
就
い
て
は
述
ぶ
べ
き
點
は
多
々
あ
る
0
特
に
其
の
現
狀
に
關
し
て
は
、
個
々
の
問
題
に
關
す
.る 

吟
味
を
必
要
と
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
乍
然
、
吾
々
は
今
彼
等
の
詳
細
な
る
實
驗
結
见
の
報
告
に
接
し
て
は
ゐ
な
い
、
從
っ
て
此
處
で
此
等 

の
個
々
の
問
題
に
觸
れ
る
こ
と
を
盖
按
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
し
、
又
そ
れ
は
本
來
私
が
本
論
に
於
て
問
題
と
し
や
ぅ
と
す
る
所
で
は
な 

ハ
。
M
らにに從
へば、

「

シ
ュ
ピ
ー
ル
ラ
ィ
ン
及
び
彼
の
共
同
硏
究
激
の
多
く
の
#
に
依
っ
て
報
吿
せ
ら
れ
た
も
の

辎
舯
技
術
學
の
危
機 
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柳
神
技
術
學
の
危
機 

三

五

四

2

八
六
0〕

は
、
現
時
の
ロ
シ
ャ
fc
.於
て
は
凡
そ
一
九
ニ
四
年
以
後
に
、
然
か
も
其
の
雜
の
形
態
に
於
て
は
漸
く
ー
九
三
0
年
後
に
茁
視
せ
ら
れ 

る
に
至
つ
た
見
解
で
あ
る
。」

S

•一i

即
ち
、
前
述
の
如
く
ソ
ヴ
ュ
ー
ト
に
於
け
る
今
日
の
唯
物
辯
證
法
的
精
神
技
術
學
は
至
極
最
近 

に
支
配
的
見
解
と
な
つ
た
と
見
て
い
ふ
。
例
へ
ば
、一

九
ニ
七
年
十
月
中
句
パ
リ
に
開
催
せ
ら
れ
た
第
四
囘
會
國
際
精
神
技
術
學
會
に 

於
け
る
.シ
ュ
ビ
1
ル
ラ
ィ
ン
の
報
齿
を
見
れ
ば
、彼
自
身
並
に
全
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
精
神
技
術
學
會
を
通
じ
て
、尙
ほ
當
時
は
彼
等
の
今
日
資 

木
家
的
精
神
技
術
學
と
稱
す
る
'も
の
ゝ
理
諭
が
其
の
ま
、
梂
用
せ
ら
れ
て
ゐ
'た
と
見
て
い
.
\
0
{
:
1
0

}
從
つ
て
罟
々
は
最
近
の
ソ
ヴ
ヱ 

1
ト
に
於
て
精
刺
技
術
學
が
マ
ル
ク
ス
理
論
に
恶
い
て
急
囘
轉
を
し
つ
、
あ

る

、即
ち
其
の
資
本
家
的
形
態
を
止
描
し
て
新
股
望
を
見 

つ
め
つ
X
あ
る
と1

K

つ
て
い
X
。
此
の
意
味
に
於
て
私
は
又
個
々
の
問
題
に
關
す
る
彼
等
の
業
績
を
今
後
に
期
待
し
つ
\
本
論
の
問
題 

に
歸
ら
ぅ
。

ソ
ヴH

1
ト
學
盏
の
攻
擊
に
#
し
て
資
本
主
義
諸
國
の
精
神
技
術
學
渚
は
科
學
の
階
級
性
を
否
定
し
て
尙
ほ
次
ぎ
の
如
く
主
張
す
るo 

「

精
神
技
術
學
は
人
類
の
た
め
に
役
立
つ」

C

 
メ

JC
.
丨
デ)

「

總
て
の
精
神
技
術
學
者
に
共
通
の
！

II

的」

は

「

個
人
並
に
彼
の
屬
す
る
社 

會

の

福

祉

を

！！
！

1的
と
し
て
又
其
の
た
め
に
心
理
的
諸
法
則
の
_硏
究
と
人
問
の
認
識」

と
に
あ
る
o(

パ
レ
ン
チ
ナ
ー)

i
c
o

然
ら
ば
何
故
に
ソ
ヴ
ヱ
ー
ト
學
渚
ば
他
國
の
精
神
技
術
學
の
か
く
の
如
き
高
尙
な
る
任
務
を
否
{几
し
、
又
何
如
に
し
て
资
木
生
義
！a 

國
の
學
盏
が
こ
れ
を
高
言
す
る
か
。
私
は
讀
諸
と
共
に
此
の
點
を
靜
か
に
考
へ
て
見
た
い
と
m
心
ふ
。

精
神
技
術
學
の
生
た
る
內
容
は
人
間
の
坐
產
勞
働
に
關
す
る
應
用
心
理
學
的
諸
硏
究
か
ら
な
る
。
而
し
て
此
の
方
而
の
問
題
は
火
體 

三
つ
に
分
れ
て
ゐ
る
。
■第

. 1

は
各
種
職
業
へ
の
勞
働
の
分
配
、
第
二
は
作
業
準
備
即
ち
作
業
敎
育
、
職
業
的
訓
練
、廣
く

R

職
業
敎
育
、

最
後
に
第
三
に
は
作
業
の
合
现
化
で
あ
る
。
而
し
て
私
见
を
以
て
す
れ
ぱ
"
此
等
の
問
題
は
各
個
に
獨
立
の
も
の
で
は
な
く
て
、
第
一 

及
び
第
ニ
の
問
题
は
特
に
资
本
主
義
諸
國
に
於
て
は
第
三
の
問
題
に
係
つ
て
焐
り
、
云
は
ぐ
其
の
先
決
問
題
を
な
し
て
ゐ
る
。(

此
の
問 

題
に
關
す
る
詳
細
の
讅
論
は
私
は
又
別
に
論
じ
て
見
た
い
と
|1
1心
つ
て
ゐ
る
。〕

從
つ
て
精
神
枝
術
學
の
中
心
問
题
は
結
局
作
業
の
合
理
化 

に
存
す
る
。
.
典
處
で
問
題
と
し
て
の
勞
働
盏
の
作
業
の
合
理
化
は
資
本
主
義
諸
國
に
於
て
は
何
を
意
味
す
る
か
を
見
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ
.
O
CRM
-:!三 > 
企
業
は
資
本
家
の
所
荷
に
屬
し
て
居
り
、

一
切
の
生
產
手
段
と
共
に
生
産
物
は
資
本
家
の
所
布
で
あ
り
、
彼
等
は
單
に
社 

會
に
必
耍
な
る
坐
產
物
を
供
給
せ
ん
が
た
め
に
或
は
自
ら
の
消
赀
の
た
め
に
坐
趦
過
程
に
資
本
を
投
ず
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
利
澗 

の
獲
得
の
た
め
に
资
本
を
投
下
す
る
。
そ
し
て
利
澗
の
大
小
の
み
が
资
本
家
の
關
す
る
所
で
あ
り
、
此
の
同
的
の
た
め
に
は
企
業
の
收 

益
.性
を
火
な
ら
し
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
M
ら
に
此
の
た
め
に
は
坐
產
物
の
原
债
を
引
下
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
而
し
て
坐 

產
物
原
惯
の
⑴
下
げ
は
八
土
業
の
组
產
カ
の
增
大
に
依
つ
て
條
件
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
介
業
の
合
理
化
は
技
術
的
に
は
物
的
坐
產
手
段
と 

人
的
要
因
の
合
理
化
を
通
じ
て
组
產
ヵ
の
墻
進
に
贾
献
す
る
。
前
资
木
主
義
時
代
以
來
、
年
代
的
に
は
十
九
世
紀
全
體
を
通
じ
て
資
木 

家
の
こ
の
因
的
の
た
め
に
役
立
つ
た
も
の
は
物
的
绀
產
手
段
の
改
，
M即
ち
機
械
の
發
明
改
皮
で
あ
る
。
然
る
に
自
1:
1
1競
爭
の
下
に
資
本 

家
の
右
の
如
き
物
的
技
術
の
改
，M
に
依
る
利
潤
增
大
の
機
會
が
漸
次
縮
少
せ
ら
れ
る
に
從
つ
て
初
め
て
問
題
に
せ
ら
れ
た
の
が
人
的
要 

因
の
合
理
化
で
あ
つ
.た
。
而
し
て
幸
ひ
に
も
典
處
に
は
心
理
學
が
旣
に
實
驗
心
理
學
と
し
て
成
立
し
て
居
り
、
且
つ
前
世
紀
の
終
り
に 

は
旣
に
應
/]
]

へ
の
^
備

が

行

は

れ

つ

、
あ

.つ
た
O

C

I

5精
神
技
術
學
の
成
立
は
旣
に
述
べ
た
る
が
如
く
丼
の
後
間
も
な
い
こ
と
で
あ 

る
。
而
し
て
其
の
创
設
者
ミ
ュ
ン
ス
テ
ル
ベ
ル
ク
の
蒂
書「

心
理
學
と
產
業
能
率」 (

ー
九1

三
年)

の
表
題
に
示
さ
れ
た
如
く
、
正
に 

:

.精
_
技
術
學
の
危
機 

三

.yt
五
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八
六
一)



输
神
技
術
^
の
危
機 

三
五

六

(

ー
八
六
5

精
神
技
術
學
は
率
直
に
勞
働
能
率
の
增
大
を
問
題
に
し
た
。
資
本
家
は
勞
働
胬
を
、
前
著
が
賃
銀
を
支
拂
ひ
後
漭
が
勞
働
力
を
提
供
す 

る
と
云
'ふ
關
係
に
於
て
、
雇
ひ
入
れ
る
。
何
人
を
雇
ひ
入
れ
や
ぅ
と
も
そ
れ
は
資
本
家
の
自
ri
l
で
あ
る
。
從
っ
て
能
率
の
高
い
勞
働
漭 

を
採
州
し
、
且
っ
一
度
採
州
し
た
勞
働
渚
の
能
率
を
高
め
る
こ
と
が
資
本
家
の
利
益
で
あ
る
。
從
來
精
神
技
術
梁
は
鄭
ら
か
く
の
如
き 

意
味
に
於
て
资
本
家
の
庇
謹
の
下
に
發
達
し
て
來
た
。
精
神
技
術
學
は
自
ら
目
的
を
設
定
し
又
其
の
價
値
制
斷
を
下
す
こ
と
を
許
さ
れ 

な
い
。
其
れ
は
單
に
外
部
か
ら
、
か
く
て
資
本
家
か
ら
與
へ
ら
れ
た
る
目
的
に
對
し
て
忠
賞
に
共
の
達
成
の
途
を
科
學
的
に
採
求
す
る
。 

而
し
て
か
く
の
如
き
意
味
に
於
て
の
み
、
即
ち
資
本
家
に
好
都
合
な
る
實
踐
に
於
て
の
み
、
從
來
精
神
枝
術
學
は
應
用
科
學
の
一
部
門 

と
し
て
の
面
目
を
維
持
し
て
來
た
。

资
本
家
の
利
益
に
取
っ
て
は
勞
働
の
苦
疝
も
勞
_
の
喜
*»
も
問
題
で
は
な
い
。
勿
論
心
理
學
的
に
は
苦
痛
と
云
ひ
喜
悅
と
沄
ふ
が
如 

き

概

念

は

稍

瞭

で

は

あ

る

が

、
精
神
技
術
學
が
直
接
こ
れ
を
問
題
と
せ
ず
、
又
旣
に
述
べ
た
る
が
如
く
社
會
政
策
擧
者
ヘ
ル
ク 

ナ
ー
の
見
解
さ
へ
直
接
卯
題
に
せ
ら
れ
な
か
つ
た
理
ぬ
の
ー
半
は
此
處
に
あ
る
。

實
踐
を
主
と
す
る
限
り
精
神
技
術
學
は
资
本
家
の
利
益
に
®
協
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
た
と
へ
精
神
技
術
學
が
勞
働
者
の
た
め
に
科 

學
的
の
硏
究
を
行
ひ
捋
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
眾
な
る
硏
究
に
止
ま
つ
て
實
踐
に
於
て
こ
れ
を
證
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

資
本
主
義
諸
國
の
糈
神
技
術
擧
盏
は
ソ
ヴ
ェ

1

ト
學
漭
の
攻
擊
に
會
っ
て
俄
然
或
は「

人
類
の
た
め
に」

，
と
茇
ひ
、
或

は「

個
人
並 

に
社
會
の
福
祉
をe

的
と
す
る」

と
辯
ず
る
け
れ
ど
も
、
.
都
.實
彼
等
の
精
神
技
術
學
書
は
明
瞭
に
こ
の
こ
と
を
說
い
て
ゐ
な
い
。

シ

ュ
 

，ビ
ー
ル
ラ
イ
ゾ
が
評
し
て
、
彼
等
は
共
の
學
問
の
性
質
を「

肋
飾」

ず
る
と
云
ふ
所
以
で
あ
る
。
精
神
技
術
學
が
勞
働
の
■應
用
心
理
學

的
硏
究
を
主
題
と
す
る
以
上
、
個
人
の
福
祉
を
间
的
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
常
然
第
一
に
人
問
と
し
て
の
勞
働
^
の
福
祉
を
目
的
と 

一
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば
精
神
技
術
學
は
人
と
し
て
の
熒
働
客
を
_硏
究
の
對
象
と
し
、
勞
働
衮
人
格
の
發
鱗
の
た
め
に
の
み

科
學
的
硏
究
を
行
ふ
べ
き
で
あ
る
。
此
處
に
應
用
科
學
と
し
て
の
價
値
あ
る
目
標
が
样
在
し
、
解
決
せ
ら
る
べ
き
個
々
の
問
題
は
此
の 

' 

, 

H
Z

標
に
從
っ
て
明
^
に
規
宛
せ
ら
れ
る
。
乍
然
、
通
常
精
神
技
術
學
と
稱
せ
ら
れ
る
も
の
は
右
の
如
き
明
自
な
規
定
を
受
け
て
ゐ
な
い 

ノ
許
り
で
な
く
、
.其
處
に
取
扱
は
れ
た
る
問
題
は
秫
々
で
あ
っ
て
全
く
無
系
統
に
羅
列
せ
ら
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
か
も
學
盏
は
此 

等
の
諸
問
題
を
系
銃
化
せ
ん
が
た
め
に
單
に「

經
濟
银
活
に
對
す
る
心
理
學
の
應
用」

を
以
っ
て
精
神
技
術
學
な
り
と
云
ふ
か
、
或
は 

ミ
ュ
ン
ス
テ
ル
べ
ル
ク
に
從
っ
て
.「

産
業
能
率」

增
進
の
觀
點
に
立
っ
か
、
ニ
若
の
何
れ
か
で
あ
る
。
而
し
て
前
衆
の
云
ふ
所
は
軍
に 

-
 

後
渚
の
立
場
を
_
飾
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
リ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
彼
の
箸
書
に
題
し
て「

經
營
心
理
學」

と
沄
ふ
が
、.(

31
-
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丨
の
如
く「

人
類
の
た
め」

の
精
神
技
術
學
で
あ
る
と
高
言
し
な
い
限
り
遙
か
に
穩
當
で
あ
る
。

'
私
は
最
後
に
今I

っ
の
批
評
を
試
み
て
結
論
に
急
ぎ
度
い
と
思
ふ
。

資
本
主
讓
國M

於
て
精
神
技
術
雪
は
彼
S

硏

究

が

社

富

價

繁

I

做

す

當

は

獲

馨

の

_

學
的
見
解
に
恶
く
。

凡
そ
彼
等
の
解
す
る
所
に
依
れ
ば
、
勞
働
能
率
の
增
進
は
資
本
家
に
有
利
で
あ
る
と
同
時
に
勞
働
客
に
取
っ
て
も
有
利
で
あ
る
。
资
木 

 ̂

家
に
有
利
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
る
所
で
あ
る
。
勞
働
能
率
の
增
進
が
勞
働
者
に
取
っ
て
布
利
な
り
と
晃
做
さ
れ
る
の
は
、
賃
銀 

\ 

の
上
昇
と
坐
產
物
の
债
格
低
下
、
即
ち
名
目
賃
銀
と
典
に
實
質
賃
銀
の
上
昇
で
あ
る
。
乍
然
、
吾
々
は
此
の
際
勞
働
能
率
の
增
進
が
资

本
家
と
勞
働
者
に
如
何
様
に
有
利
に
展
開
す
る
か
を
見
る
必
耍
が
あ
る
。
其
の
た
め
に
吾
々
は
直
接
勞
働
者
の
能
率
増
進
の
刺
戟
と
な

.
耩
紳
技
術
擧
の
S
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る
割
增
金
附
賃
銀
支
拂
汸
法
を
例
に
取
る
の
が
，便
利
で
あ
る
。
テ
ィ
ラ
ー
自
身
は
後
に
至
っ
て
彼
の
差
別
率
賃
銀
が
苛
酷
で
あ
る
こ
と 

を
認
め
て
は
：

S

ろ
が
、
ハ
ル
ゼ
ー
或
は
&
丨
ヮ
ン
の
賞
與
附
賃
銀
に
し
て
も
、
此
等
の
賃
銀
形
態
が
ー
兕
し
て
如
何
に
勞
働
能
舉
の
壻 

巡
が
穷
働
^
に
划
す
る
ょ
り
も
資
木
家
に
ょ
り
訂
利
で
あ
る
か
を
示
し
て
ゐ
る
。
か
く
の
如
く
に
し
て
精
刷
技
術
學
客
が
テ
ィ
ラ
！
に 

從
っ
て
勞
资
協
旧
淪
を
呼
ぶ
な
ら
ば
、
彼
笠
は
勞
働
能
率
の
増
進
が
勞
働
渚
に
僅
か
の
利
益
を
激
し
た
こ
と
の
み
を
高
言
し
て
却
っ
て 

资
木
家
の
側
に
立
っ
も
の
で
あ
る
と
：23
:

は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
勞
働
能
率
の
增
進
の
遨
而
に
勞
働
客
が
通
常
如
何
に
酷
使
せ
ら 

れ
て
ゐ
て
も
、
而
し
て
こ
の
邬
が
常
然
精
神
技
術
®
の
理
論
に
於
て
勞
働
客
人
格
の
發
股
を
阢
害
す
る
藥
實
で
あ
る
こ
と
が
明
Si
t
で
あ 

っ
て
も
、
其
の
观
論
は
肛
ち
に
馊
踐
に
於
て
證
明
し
得
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
恐
ら
く
大
學
の
硏
究
萤
内
の
理
論
に
企
っ
て
、
具
體
的
勞 

働
の
锂
践
に
移
さ
れ
^
な
い
、
か
く
て
此
處
に
應
川
科
學
と
し
て
の
精
神
技
術
學
の
惱
み
が
あ
る
。

以
上
の
所
說
に
從
っ
て
私
は
次
ぎ
の
如
き
結
論
に
到
達
す
る
。

，(

一)

资
木
主
碗
，M
闽
に
於
て
は
精
神
技
術
舉
は
資
木
家
の
庇
謹
の
下
に
资
本
家
的
實
踐
の
裡
に
の
み
問
題
を
局
限
し
て
、
其
の
木 

來
の
問
題
に
立
ち
歸
り
得
な
い
か
。
或
は

.(

ニ)

大
學
の
硏
究
室
內
に
あ
っ
て
具
體
的
に
坐
產
勞
働
渚
を
硏
究
の
對
象
と
す
る
こ
と
な
く
、
所
謂
實
驗
蚩
內
の
现
論
の
探
求
に 

止
っ
て
、
應
相
科
擧
と
し
て
の
共
の
木
來
の
科
學
性
か
ら
離
れ
る
.と
同
時
に
又
典
の
木
來
の
任
務
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
。
或
は 

0

0
北
ハ
の
本
來
の
任
務
に
忠
實
に
、
即
ち
勞
働
渚
人
格
の
自
山
な
る
發
M
の
た
め
の
理
論
の
探
求
に
從
S
す
る
こ
と
に
依
っ
て
却 

，つ
て
现
論
を
實
踐
に
於
て
證
明
す
る
の
困
難
に
陷
り
、
其
れ
自
身
の
學
問
的
發
规
を
阱
止
す
る
の
已
む
無
き
に
至
る
か
。
此
の
三
途
の

襲

豪

"r

何
れ
か
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

右
の
三
途
の
何
れ
に
從
ふ
も
資
本
主
義
諸
國
に
於
て
は
精
神
技
術
學
は
社
會
秩
萍
か
ら
の
枸
朿
に
依
っ
て
金
く
學
問
の
自
出
は
保
證 

さ
れ
て
は
席
ら
ぬ
。
資
本
主
義
諸
國
に
於
て
は
精
神
技
術
學
の
危
機
は
'正
に
此
處
に
あ
る
。
右
の
第
一
の
方
途
を
選
ぶ
資
本
主
義
的
精

神
技
術
學
は
私
の
辯
謹
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
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